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■
日
韓
の
学
生
１
２
９
名
が
参
加

　
上
県
町
越
高
の
海
岸
で
清
掃�

　
日
韓
学
生
つ
し
ま
会
議
は
昨
年

に
続
い
て
２
回
目
で
、
今
年
は
日

本
側
か
ら
長
崎
、
福
岡
、
宮
崎
な

ど
の
大
学
か
ら
82
名
の
学
生
が
参

加
。
一
方
、
韓
国
側
か
ら
は
釜
山

市
の
東
亜
大
学
校
か
ら
47
名
の
学

生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
10
月
６
日
に
対
馬
入
り
し
た
日

韓
の
学
生
た
ち
は
、
宿
泊
先
の
対

馬
青
年
の
家
（
峰
町
三
根
）
で
漂

着
ゴ
ミ
の
実
態
や
、
清
掃
作
業
の

注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
翌
７
日
の
午
前
中
に
上
県
町

越
高
の
海
岸
で
約
２
時
間
、
漂
着

ゴ
ミ
の
回
収
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

�

■
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て�

　
　
　
　
　
　
　
グ
ル
ー
プ
討
議

　
７
日
午
後
か
ら
は
、
対
馬
青
年

の
家
で
「
い
か
に
漂
着
ゴ
ミ
を
な

く
す
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
班
に

別
れ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、

午
前
中
の
作
業
で
回
収
し
た
漂
着

ゴ
ミ
の
中
で
特
に
印
象
深
か
っ
た

も
の
に
つ
い
て
発
生
原
因
と
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
、

結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

「
解
決
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
人
が
い
っ
し
ょ
に
考
え
、
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
」�

　
海
岸
で
数
多
く
見
ら
れ
た
「
ア

ナ
ゴ
捕
獲
用
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
か
ご
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ

た
あ
る
班
の
発
表
で
は
、「
か
ご
」

の
漂
着
原
因
を
漁
業
者
が
使
用
後

に
捨
て
た
も
の
と
考
え
、
そ
の
対

策
と
し
て
、
古
く
な
っ
た
か
ご
と

新
品
を
交
換
で
き
る
よ
う
な
制
度

を
設
け
る
こ
と
や
、
か
ご
に
名
前

を
書
い
て
誰
が
捨
て
た
か
わ
か
る

よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
を
提
案
。

続
い
て
、
こ
の
問
題
の
ま
と
め
と

し
て
「
消
費
者
で
あ
る
自
分
た
ち

は
、
漁
業
者
の
立
場
に
な
っ
て
考

え
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
、
日

本
以
外
の
国
の
ゴ
ミ
の
状
況
を
把

握
で
き
て
い
な
い
。
解
決
に
は
、

国
や
産
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
人
を
巻
き
込
ん
で
、
い
っ
し
ょ

に
考
え
取
り
組
ん
で
ゆ
く
必
要
が

あ
る
」
と
結
論
づ
け
ま
し
た
。

　
大
学
か
ら
の
呼
び
か
け
で
参
加

し
た
活
水
女
子
大
学
健
康
生
活
学

部
３
年
の
野
口
美
絵
さ
ん
（
21
）

は
、「（
漂
着
ゴ
ミ
の
実
態
を
）
事

前
に
写
真
で
見
た
こ
と
は
あ
り
ま

し
た
が
、
実
際
に
見
て
そ
の
多
さ

に
び
っ
く
り
し
た
。
解
決
に
は
法

律
で
規
制
を
か
け
た
り
、
行
政
に

よ
る
指
導
な
ど
が
必
要
。
今
回
の

会
議
で
学
ん
だ
こ
と
を
友
人
な
ど

周
り
の
人
に
伝
え
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
会
議
に
参
加
し
た
多
く
の
学
生

が
、
漂
着
ゴ
ミ
問
題
の
深
刻
さ
を

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
人
々
に
伝
え
、

社
会
全
体
で
の
意
識
が
高
ま
る
こ

と
が
、
問
題
解
決
へ
向
け
た
は
じ

め
の
一
歩
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
海
岸
を
埋
め
尽
く
す
漂
着
ゴ
ミ
問
題
の
深
刻
さ
と
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
考
え
る
日
韓
学
生
つ
し
ま
会
議
が
、
10
月
６
日
か
ら
３
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

上県町越高の海岸で、漂着ゴミの回収作業を行う日韓の学生たち�

海岸に数多く漂着していた�
「アナゴ捕獲用のかご」�

グループ討議の結果を発表する学生�

第
２
回  

日
韓
学
生
つ
し
ま
会
議�



　
10
月
19
日
、
上
対
馬
高
校
で
対

馬
北
警
察
署
の
協
力
に
よ
り
薬
物

乱
用
防
止
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
薬
物
展
示
車
両

「
あ
す
な
ろ
う
」
号
で
、
標
本
薬

物
や
パ
ネ
ル
を
見
学
し
、
教
育
用

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
の
質
問
に
答
え

た
後
、
県
警
本
部
少
年
課
少
年
補

導
職
員
か
ら
薬
物
の
危
険
性
に
つ

い
て
講
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
の
一
人
は
、「
薬

物
の
実
物
を
初
め
て
見
ま
し
た
。

今
回
の
教
室
で
、
薬
物
が
身
体
に

及
ぼ
す
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
痛
感

し
ま
し
た
。
絶
対
に
薬
物
に
は
手

を
出
し
ま
せ
ん
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。
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　対馬北警察署は、全国地域安全運動の一環として

運動期間初日の10月11日午後４時から、上対馬町

大浦のスーパー駐車場で、買い物客等に自主安全活動

を呼びかける地域安全キャンペーンを実施しました。

　キャンペーンには、10月2日に市内で初めて運用

が開始された対馬市教育委員会の青パト（青色回転

灯を装備した自主防犯パトロール車）や上対馬高校

生徒会の役員８名も初めて参加。少年補導員や対馬

市職員らと防犯グッズの配布などを通して、地域の

安全を呼びかけました。

　参加した上対馬高校生徒会長の武末真輔くんは、

「これを機会に地域の安全に関心を持ち、高校生と

してできることを考えていきたい」と抱負を語りま

した。

　秋の全国交通安全運動に合わせ、対馬市でも様々

な啓発活動が実施されました。

　美津島地区では、９月25日にナイラでキャンペー

ンが実施され、対馬南警察署や地区の交通安全協会

関係者らが安全運転に理解と協力を求めました。　

　また、毎年生徒の交通安全に対する意識向上を目

指して活動を続けている大船越中学校では、９月２

３日に玉調バス停付近で「交通安全キャンペーン」

を実施。今里小学校も９月２１日に、今里バス停付

近でキャンペーンを実施し、子供たちが笑顔で安全

運転を呼びかけました。

　両校とも、警察署、交通安全協会、学校、保護者

等関係者が一体となり、手作りの啓発用品を準備す

るなど毎年工夫された活動が行われています。

キャンペーンに参加した皆さん�美津島町ナイラでのキャンペーンの様子　�

専
門
チ
ー
ム
を
招
き

薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
開
催

　
　
　
　
　
　
上
対
馬
高
校薬物展示車両　内部の様子�

　
前
委
員
の
退
任
を
受
け
て
、

10
月
１
日
付
け
で
西
村
敏
子
さ

ん
が
新
し
く
人
権
擁
護
委
員
に

就
任
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
19
年
10
月
１
日

か
ら
平
成
22
年
９
月
30
日
ま
で

の
３
年
間
で
す
。
子
ど
も
の
人

権
問
題
、
女
性
の
悩
み
ご
と
等
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の

基
本
的
人
権
の
侵
犯
監
視
、
救

済
な
ど
の
処
置
、
人
権
思
想
の

普
及
高
揚
な
ど
を
使
命
と
し
法

務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
で
は
12
名
の
人

権
擁
護
委
員
さ
ん
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。

厳
原
町
下
原

☎
０
９
２
０(

５
６)

１
１
３
２

秋の交通安全運動
　　　　　各地でキャンペーン　　

安全・安心な町づくりは私たちの手で
～高校生が地域安全キャンペーンに初参加～

9月21日から30日まで�

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
の�

西
村
敏
子
さ
ん
で
す
。�

�
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　9月21日、峰町の東部中学校体育館で東京
のオペラアーツ振興財団によりオペラ「カル
メン」が上演され、同校の生徒17名がプロの
舞台俳優に混じって舞台に立ちました。
　この公演は、子どもたちに本物の舞台芸術
を身近に触れてもらおうと、文化庁の主催す
る「本物の舞台芸術体験事業」で実施された
ものです。
　出演に先立ち実演指導を受けていた子ども
たちは、本番では衣装やメイクをつけ、第２
幕の酒場のシーンに出演し、音楽に合わせて歌い踊りました。堂々と演技する子どもたちは、プロと区別がつ
かないほど自然に舞台に溶け込み、会場の約300名の観客からは盛大な拍手と「ブラボー」のかけ声が送られ
ていました。
　公演後、生徒を代表して3年生の小島京子さんが「心に残る思い出深い初めてのオペラになりました。音楽
の楽しさを教えてくださった方々に感謝します」と劇団員に心温まるお礼の言葉を述べ、カルメンを演じた役
者の小島りち子さんは感激のあまり涙を流していました。

　地域活性化に取り組んできた豊玉振興開発グループ（齋藤利
光会長）が、解散にあたり収益金の一部を利用して購入した
300万円分の図書を、豊玉町内の７つの小、中学校へ寄贈しました。
　同グループは、地域おこしを目的に昭和60年に異業種の若
者21名によって設立され、地域産品の掘り起こし、商品開発、
とよたま物産店の運営、様々なイベントの開催など長年にわた
り活動してきましたが、設立20年の節目を期に解散すること
となりました。
　解散にあたり「今後の対馬を担う子どもたちに何かしてやり
たい｣との思いから、今回の寄贈の運びとなりました。
　図鑑、伝記など新たに278冊の図書が贈られた豊玉小学校の
小島誠市校長は「お陰で子どもたちが新しい本をたくさん読め
るようになり、図書室の利用が活発になりました。たいへん感
謝しています」と話しました。

豊玉振興開発グループが
　　300万円分の図書を学校に寄贈

寄贈されたお気に入りの図書を手に、笑顔はじける豊玉小児童→�

東部中の生徒が出演した酒場のシーン�

東部中の生徒がプロと共演
　　　　オペラ「カルメン」で

厳原町佐須地区で10月3日午後７時頃、大江正康氏撮影　�
アキマドボタルの乱舞

　アキマドボタルは秋に現れる珍しいホタルで、中国
・朝鮮半島・済州島に分布し、国内では対馬にだけ生
息する大陸系のホタルです。ゲンジボタルよりも大き
く、体長は20mm～26mmほど。雌は羽根が退化して
飛べず、多くのホタルのように光は点滅せず、点灯し
つづけます。
　厳原町阿須川流域が生息地として県の天然記念物に
指定されています。



　
島
内
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
優
秀

な
あ
か
牛
を
集
め
、
２
年
に
１
度

優
劣
を
競
う
対
馬
和
牛
共
進
会
が

10
月
10
日
、
豊
玉
町
和
板
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
生
産
者
の
飼
育
レ
ベ
ル
の
向
上

を
目
指
し
て
開
か
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
大
会
に
は
各
町
の
予
選
会

を
勝
ち
抜
い
た
22
頭
が
出
場
。
年

齢
や
出
産
経
験
の
有
無
な
ど
で
分

け
ら
れ
た
４
つ
の
部
門
ご
と
に
、

体
型
や
発
育
状
況
、
健
康
状
態
な

ど
が
審
査
さ
れ
順
位
が
決
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
部
門
を
超
え
て
最
も

優
秀
な
牛
に
贈
ら
れ
る
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
「
経
産
牛
の

部
」
で
優
勝
し
た
上
対
馬
町
茂
木

の
国
分
八
洲
悦
さ
ん
（
55
）
が
育

て
た
「
ひ
め
の
」
が
輝
き
ま
し
た
。

国
分
さ
ん
は
初
出
場
だ
っ
た
前
回

大
会
で
準
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
を
獲
得
し
て
お
り
、
今
回
の
受

賞
に
「
感
無
量
で
す
。
今
後
も
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
喜
び
を

隠
し
切
れ
な
い
様
子
で
し
た
。
　

　
現
在
、
市
内
に
は
約
３
４
０
頭

の
繁
殖
用
の
牛
が
飼
育
さ
れ
て
お

り
、
農
家
戸
数
は
減
っ
て
い
ま
す

が
（
現
在
約
90
戸
）、飼
育
頭
数
は

少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
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選手宣誓を行う豊玉中２年の山上
拓磨くん（左）と日高杜都くん。
レースではペア5kmで2位と健闘�

　
10
月
13
日
、
日
本
有
数
の
リ
ア

ス
式
海
岸
で
あ
る
浅
茅
湾
を
会
場

に
、
2
0
0
7
対
馬
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
対
馬
の
自

然
を
活
か
し
た
体
験
型
の
観
光
を

目
指
す
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し

て
開
催
さ
れ
、
今
年
で
３
回
目
。

参
加
者
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
大
会
に
は
、
島
内
外
か
ら
81

名
の
選
手
が
出
場
。
秋
晴
れ
の
穏

や
か
な
絶
好
の
カ
ヤ
ッ

ク
日
和
に
恵
ま
れ
た
当

日
、
選
手
た
ち
は
ゴ
ー

ル
目
指
し
て
力
強
く
パ

ド
ル
を
漕
い
で
い
ま
し

た
。

■
初
心
者
で
も
楽
し
め

　
る
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

　
レ
ー
ス
は
初
め
て
と

い
う
豊
玉
中
学
校
２
年

生
の
日
高
杜
都
く
ん
と

山
上
拓
磨
く
ん
は
、
ペ

ア
ミ
ド
ル
コ
ー
ス
５
km

に
出
場
。

　
事
前
に
練
習
し
た
の

は
２
回
程
度
と
い
う
中
、

本
番
で
は
１
時
間
３
分

の
タ
イ
ム
で
２
位
と
健
闘
し
ま
し

た
。
「
き
つ
か
っ
た
け
ど
、
結
果

に
は
満
足
し
て
い
ま
す
。
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
の
楽
し
さ
を
友
達
に
伝
え

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
初
心
者
で
も
比
較
的
簡

単
に
レ
ー
ス
を
楽
し
め
る
の
が
、

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
魅
力
の
ひ
と
つ

で
も
あ
り
ま
す
。

■
自
然
を
満
喫
し
た
韓
国
人
参
加
者

　
今
大
会
に
は
韓
国
か
ら
３
名
の

選
手
が
出
場
。
シ
ン
グ
ル
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
20
km
で
11
位
（
３
時
間
４

分
）
の
成
績
を
収
め
た
ハ
・
ズ
ン

ス
さ
ん
（
53
）
は
「
レ
ー
ス
に
は

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
自
然

を
満
喫
し
な
が
ら
楽
し
く
漕
げ
ま

し
た
。
来
年
は
地
元
の
カ
ヤ
ッ
ク

・
ク
ラ
ブ
の
仲
間
た
ち
を
た
く
さ

ん
連
れ
て
き
ま
す
」
と
対
馬
が
大

変
気
に
入
っ
た
様
子
で
し
た
。

　
ま
た
、
レ
ー
ス
後
に
は
交
流
会

が
行
わ
れ
、
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ

ー
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

対
馬
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
　
　
　
　
54
艇
、
81
名
が
力
漕

2007

グランドチャンピオンに�
国分八洲悦さん（上対馬）の「ひめの」が輝く

～第21回対馬和牛共進会～�

国分八洲悦さんとグランドチャンピオンを獲得した「ひめの」�

和多都美神社をスタートするカヤック�

レースを楽しむ選手達�

や す よ し

や

す

よ

し
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10
月
10
日
、
仁
田
小
学
校
運
動

場
で
上
県
町
小
学
校
体
育
大
会
が

開
催
さ
れ
、
町
内
４
校
の
児
童
が

一
生
懸
命
に
競
技
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
３
つ
の
競
技
で
新
記

録
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

【
競
技
結
果
】

　

大
会
新
の
み
掲
載
（
敬
称
略
）

【
男
子
】

《
1
0
0
m
》
▽
3
年
＝
白
石
翔

樹
（
仁
田
）
16
秒
8
《
4
0
0
ｍ

リ
レ
ー
》
仁
田
Ａ

1
分
3
秒
9

【
女
子
】

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
》

▽
5
年
＝
平
山
由
梨
佳
（
佐
護
）

41
m
97

　
10
月
12
日
、
厳
原
町
総
合
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
で
第
11
回
厳
原

町
小
学
校
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
、

6
つ
の
新
記
録
が
誕
生
し
ま
し
た
。

【
競
技
結
果
】

　

大
会
新
の
み
掲
載
（
敬
称
略
）

【
男
子
】
《
1
0
0
ｍ
》
▽
4
年

＝
長
瀬
智
彦
（
久
田
）
15
秒
0

《
4
0
0
ｍ
リ
レ
ー
》
▽
4
年
＝

久
田
２
班

1
分
3
秒
3
《
走
り

幅
跳
び
》▽
4
年
＝
春
田
蒼
（
厳

原
）
3
m
77
《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
》
▽
6
年
＝
大
石
尚
緩（
厳
原
）

56
m
39

【
女
子
】
《
8
0
0
ｍ
》
▽
6
年

＝
桐
谷
由
紀
（
厳
原
）
2
分
38
秒

8
《
4
0
0
ｍ
リ
レ
ー
》
▽
6
年

＝
厳
原
1
班

1
分
0
秒
4
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　10月3日、豊玉町総合運動公園で（財）長崎県す
こやか長寿財団、対馬市社会福祉協議会、対馬市老
人クラブ連合会の主催によるペタンク交流対馬大会
が開催されました。
　気軽にできる高齢者向けスポーツとしての「ペタ
ンク」の普及と高齢者の地域間交流の促進を目的に
開催されたもので、大会には島内各地から老人クラ
ブの会員135名が参加。34チームに分かれて得点を
競いました。
　ペタンクは、２チームに分かれ重さ約700～800g

の金属製のボールを標的へ向けて投げ、得点を競う
カーリングに似たゲームです。
　参加者はさわやかな秋晴れのもと、競技を楽しん
でいました。

　対馬市社会福祉協議会主催の高齢者ふれあいスポ

ーツ大会が、10月19日、美津島町　知のグリーンピ

アつしまで開催されました。

　大会には、美津島町内に住む60歳以上の方々が参

加。ゲートボールの部15チーム、パークゴルフの部

23チームで熱戦が繰り広げられました。

　競技中はお互いの珍プレイ・好プレイに拍手や笑

いが起きるなど、終始和やかな大会となりました。

結果は次のとおりです。

�
【大会結果】�

■ゲートボール　①緒方 ②久須保 ③竹敷

■パークゴルフ　①鶏鳴第１A ②樽ヶ浜 ③鶏鳴第１B

【大会結果】①千尋藻（豊玉）②若衆会（峰）

　　　　　　③嵯峨（豊玉）、くらしき（豊玉）

ペタンクで楽しく交流　　 第４回 ペタンク交流対馬大会�

美津島町で�
　高齢者ふれあいスポーツ大会�

３
つ
の
新
記
録
が
誕
生

　
　
　
上
県
町
小
体
連

６
つ
の
新
記
録
が
誕
生

　
　
　
厳
原
町
小
体
連



　
10
月
７
日
、
松
浦
市
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
た
第
12
回
西
九
州
親
善
少

年
剣
道
松
浦
大
会
で
、
中
学
女
子
団

体
の
部
に
出
場
し
た
厳
原
中
学
校
剣

道
部
が
昨
年
に
続
き
準
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

　
同
種
目
に
は
、
長
崎
・
佐
賀
の
両

県
か
ら
各
地
区
を
代
表
す
る
強
豪
26

チ
ー
ム
が
参
加
。
同
部
は
、
田
平
武

道
館
、
伊
万
里
中
学
校
、
夏
の
九
州

大
会
長
崎
県
代
表
校
の
生
月
中
学
校

を
次
々
と
破
り
２
年
連
続
で
決
勝
戦

に
進
出
し
ま
し
た
が
、
国
見
中
学
校

（
伊
万
里
）
に
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し

た
。

　
女
子
主
将
の
天
野
真
歩
さ
ん
（
２

年
）
は
「
来
年
こ
そ
は
男
女
揃
っ
て

優
勝
旗
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
ま
す
」

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
9
月
15
日
、
美
津
島
総
合
運
動

公
園
野
球
場
を
舞
台
に
、
第
16
回

陸
上
自
衛
隊
対
馬
駐
屯
地
司
令
杯

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か

れ
、
島
内
か
ら
12
チ
ー
ム
、
1
8

0
名
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
は
、
4
回
豪
雨
の
た
め

両
チ
ー
ム
9
名
に
よ
る
ジ
ャ
ン
ケ

ン
で
争
わ
れ
、
6
対
3
で
厳
原
少

年
ク
ラ
ブ
Ｂ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

【
成
績
】

　
①
厳
原
少
年
ク
ラ
ブ
Ｂ

　
②
上
対
馬
バ
イ
オ
レ
ッ
ツ

　
③
船
小
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

最
優
秀
選
手 

勝
見
公
太
郎（
厳
少
Ｂ
）

優
秀
選
手 

山
岡
　
聖
典（
上
対
馬
）

敢
　
闘
　
賞 

松
村
　
冬
威（
船
小
）
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男子1区　スタート直後の様子�

知中が３年連続アベック優勝！
　　　　　　　　対馬市中学校駅伝競技大会

　
10
月
5
日
、
平
成
19
年
度
対
馬
市
中
学
校

体
育
大
会
駅
伝
競
技
大
会
が
、
峰
町
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
か
ら
狩
尾
方
面
折
返
し
コ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
、
市
内
の
全
19
校
が
出
場
。

男
子
６
区
間
20
㎞
、
女
子
５
区
間
12
㎞
の
コ

ー
ス
で
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
男
子
の
部
で
は
、
１
区
こ
そ
同
タ
イ
ム
な

が
ら
わ
ず
か
の
差
で
ト
ッ
プ
を
久
原
中
に
譲

っ
た
も
の
の
、

知
中
が
２
区
以
降
独
走
し
、

そ
の
ま
ま
先
頭
で
ゴ
ー
ル
。
女
子
の
部
で
は
、

同
じ
く
　
知
中
が
１
区
か
ら
最
終
区
ま
で
す

べ
て
ト
ッ
プ
を
守
る
完
璧
な
レ
ー
ス
運
び
で

優
勝
。

知
中
は
３
年
連
続
と
な
る
男
女
ア

ベ
ッ
ク
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
の
記
録
と
比
較
し
て
最
も

記
録
を
短
縮
し
た
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
躍
進

賞
は
、
男
子
が
豊
中
学
校
、
女
子
が
佐
須
中

学
校
で
し
た
。

　
な
お
、
男

女
上
位
２
チ

ー
ム
は
、
11

月
８
日
に
諫

早
市
で
開
か

れ
る
県
大
会

に
、
対
馬
代

表
と
し
て
出

場
し
ま
し
た
。

① 　知　１時間７分54秒

②豊　玉　１時間８分40秒

③厳　原　１時間９分15秒

④比田勝　１時間９分52秒

⑤久　田　１時間10分44秒

⑥西　部　１時間10分52秒

《区間賞》

１区（4km）土 肥 啓 人（久　原）13分02秒

２区（3km）神 田 貴 仁（比田勝）９分55秒

３区（3km）小 宮 慶 祐（ 　知）10分05秒

４区（3km）田 中 亮 太（厳　原）10分18秒

５区（3km）串 崎 裕 亮（厳　原）10分15秒

６区（4km）飯 野 幸 太（豊　玉）13分46秒

① 　知　44分23秒

②比田勝　44分58秒

③厳　原　45分30秒

④豊　玉　45分56秒

⑤仁　田　46分26秒

⑥東　部　47分35秒

《区間賞》

１区（3km）八 坂 瑞 翔（ 　知）10分49秒

２区（2km）山 h   唯（比田勝）７分05秒

３区（2km）鳥羽架奈子（ 　知）７分23秒

４区（2km）川 上 綾 香（ 　知）７分27秒

５区（3km）木 村 眞 子（比田勝）11分10秒

大会成績�

男子　20km

女子　12km

厳原中剣道部が準優勝
西九州親善少年剣道松浦大会

優勝カップを受け取る厳原少Bチーム�

対
馬
駐
屯
地
司
令
杯

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

トップでゴールする　知中女子チーム�
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　10月20日、五島市で開催された平成19年度長崎県美

しいふるさと推進大会で、対馬市食生活改善推進協議会

厳原支部（小嶋多鶴子会長）が、ゴミゼロながさき推進

協議会より「優良団体」として表彰されました。

　同支部は、マイバック利用推進活動や生ゴミリサイク

ルの積極的な取り組み等をはじめ、漂着ゴミについて考

える日韓学生つしま会議にも協力。また平成17年度には、

かるた遊びを通して地球温暖化やゴミの減量について考

えてもらおうと、手作りでエコカルタを300個作成し、

市内の小・中学校をはじめ、幼稚園、保育園に配布する

など子どもの環境教育へも力を注いでいます。

　受賞にあたり小嶋会長は「会員の皆さんの支えに感謝

しています。今後も少しでもゴミを減らすため活動を行

っていきたい」と話していました。

　
林
野
火
災
で
威
力
を
発
揮
す

る
可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ
１
台
が
、

対
馬
市
消
防
本
部
へ
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
長
崎
県
の
森

林
保
全
を
目
的
と
す
る
事
業
を

活
用
し
、
昨
年
に
続
い
て
県
か

ら
借
り
受
け
た
も
の
で
期
間
は

３
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
導
入
さ
れ
た
消
防
ポ
ン

プ
は
重
さ
が
24
kg
と
小
型
で
運

搬
し
や
す
く
、
消
防
車
が
進
入

で
き
な
い
林
野
で
の
消
火
活
動

に
威
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
同
様
の
ポ
ン
プ
は
消

防
本
部
及
び
各
出
張
所
に
１
台

ず
つ
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
対
馬
市
消
防
団
は
、
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
「
ふ

る
さ
と
消
防
団
活
性
化
助
成
事
業
」

の
助
成
を
受
け
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
訓

練
用
救
急
人
形
11
組
の
備
品
を

購
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
備
品
は
、
救
急
蘇
生
法
（
気

道
確
保
・
人
工
呼
吸
・
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
）
の
訓
練
に
使
用
す

る
た
め
の
も
の
で
、
人
体
の
上

半
身
モ
デ
ル
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
ト
レ
ー
ナ

ー
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
救
急
講
習
会
で
の
応

急
手
当
の
普
及
に
活
用
さ
れ
、

救
命
率
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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樺島カツ江副会長　小嶋多鶴子会長�

林
野
火
災
に
威
力
を
発
揮  

　

可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ
を
導
入

対
馬
市
消
防
本
部�

導
入
さ
れ
た
可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ
の�

放
水
テ
ス
ト
の
様
子�

　
10
月
18
日
、
佐
須
奈
中
学
校
１
年
生
12
人

が
、
比
田
勝
海
上
保
安
署
で
職
場
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
海
上
保
安
庁
の
仕
事
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
た
後
、
巡
視
艇
「
は
や
ぐ

も
」
で
体
験
航
海
を
行
い
、
操
船
や
レ
ー
ダ

ー
を
見
た
り
、
双
眼
鏡
を
片
手
に
見
張
り
な

ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　「
海
猿
」の
イ
メ
ー
ジ
で
職
場
体
験
に
臨
ん

だ
小
宮
雄
大
く
ん
は
「
海
難
救
助
以
外
に
も

外
国
船
の
取
締
り
や
消
火
活
動
な

ど
も
す
る
こ
と
を
知
っ
て
大
変
な

職
場
だ
な
と
思
い
ま
し
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

　「
は
や
ぐ
も
」の
上
原
正
成
船
長

は
「
み
な
さ
ん
元
気
が
あ
っ
て
飲

み
込
み
が
は
や
く
、
時
化
に
も
強

か
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
未
来
の
海
上

保
安
官
に
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

宝
く
じ
助
成
事
業
で
　
　

救
急
用
訓
練
人
形
を
購
入

対
馬
市
消
防
団�

佐須奈中学校生徒が海上保安官を体験
「将来は海上保安官に…」

ゴミゼロながさき優良団体表彰を受賞　対馬市食生活改善推進協議会厳原支部



　対馬市交流センター１周年記念行事として、

日本・アメリカ巡回公演中の韓国ソウル市の漢

陽大学ウインドオーケストラによるコンサート

「日韓音楽祭文化交流の夕べ」が10月20日、

対馬市交流センターで開催されました。

　同オーケストラは、韓国内外で高い評価を得

ている有名オーケストラで、これまでに優れた

演奏者を数多く輩出しています。

　舞台では64名の団員が迫力あるサウンドと

豊かな表現力でクラシックの名曲を演奏し、会

場の約600名の観客から盛大な拍手が送られて

いました。

　また、第２部では対馬高校吹奏楽部が出演。

単独演奏の後、オーケストラと合同で日本の「演

歌メドレー」と韓国の民謡を演奏しました。

　佐護小中学校は｢人権教育総合推進地域事業｣の

推進協力校として、保護者や地域の方々と一緒に

なって地域全体の人権意識を高め、子どもたちの

「コミュニケーション能力」と「自尊感情」を育

む取り組みを進めています。

　本年度は小中合同人権学習会や参加体験学習な

ど、小中併設校の特色を生かし小中学生が共に活

動する「学びの場」を設定し、お互いを認め高め

合う学校集団作りに特に力を注いでいます。

　今後は地域の方々からの人権標語募集、文化発

表会での集団作り、小中合同人権集会等を予定し

ています。

　なお、研究の中間発表会を平成20年１月24

日（木）に予定しています。多くの皆様の参加をお待ちしています。

　また、各活動の詳細は佐護小中学校ホームページ(http://www5.ocn.ne.jp/~sago/top.html)で随時紹介

していますので、ぜひご覧ください。

　10月20日、子どもたちにハロウィーンの体験

を通じて異文化に触れてもらおうと、「地域で

子育てを楽しむ会」が厳原の市街地で「ハロウ

ィーンスタンプラリー」を実施しました。

　思い思いに仮装した子どもたちは、市役所や

十王小路、八幡宮神社、半井桃水館、歴史民俗

資料館などのチェックポイントを回って、西洋

の子どもたちのお祭「ハロウィーン」を楽しん

でいました。
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小中合同人権学習会� 中学校参加体験学習�

小学校人権の花活動� 運動会での集団作り�

シリーズ「人権教育総合推進地域事業」の取組　その⑤

仮
装
し
て
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
回
る
子
ど
も
た
ち�
佐護小中学校の取組を紹介します�

漢陽大学ウインドオーケストラと合同で演奏する対馬高校吹奏楽部�

かぼちゃのお化けがいっぱい�
～ハロウィーンスタンプ･ラリー～

交流センター１周年を記念し�
  漢陽大学ウインドオーケストラが公演�

ハニャン�
ハ

ニャン

じょうしょうじ なからいとうすい
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　対馬市職員の給与や職員数、勤務条件などについて公表いたします。なお、詳しい内容は、対馬市職員課
及び各支所地域振興課で閲覧できます。また、対馬市ホームページでもご覧いただけます。�
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人事行政等の運営の状況（概要版）�

備考：一般行政職の選考については、任期付職員を採用した�
ものです。�

【勧奨退職】退職勧奨に応じた退職【普通退職】自己都合によ�
る退職�

当該年度において同一の者が複数回にわたって処分された場�
合は、重複して計上しています。�

①職員採用の状況（18年度）　　 　　　　　 （単位:人）�④年齢別職員構成の状況（18年度）　　　 （単位:人）�

⑤職員分限処分の状況（18年度）　　　　　（単位:人）　�

⑥懲戒処分の状況（18年度）　　　　　　　 （単位:人）�

⑦勤務時間の状況　　　　      （18年4月1日現在）�

⑧休暇の種類　　　　　              　（18年4月1日現在）�

②退職の状況（18年度）　　　　 　　　　　　（単位:人）�

③部門別職員数の状況　　　　　　　（単位:人）�

区　分　　　　　 試　験　　　　  選　考�

区　分　　 定年　 観奨　 普通　  死亡　  合計�

一般行政職                                      １�

一般行政職     17       21      １       １       40

医   療   職                          １                  1

技能労務職      ２       １                            3

消   防   職                ３�

教   育   職                                        １�

区分� 職　員　数�

16年度�

5�

146�

36�

107�

64�

89�

14�

56�

517�

112�

79�

191�

�

24�

3�

�

71�

98�

806�

�

�

6�

153�

38�

99�

77�

75�

9�

49�

506�

118�

80�

198�

�

23�

3�

�

62�

88�

792�

�

�

6�

147�

36�

94�

71�

76�

10�

47�

487�

112�

80�

192�

�

21�

2�

�

64�

87�

766�

�

議　　会�

総　　務�

税　　務�

民　　生�

衛　　生�

農林水産�

商　　工�

土　　木�

小　　計�

教　　育�

消　　防�

小　　計�

診 療 所 �

水　　道�

交　　通�

下 水 道 �

そ の 他 �

小　　計�

17年度� 18年度�部門�

一
　
般
　
行
　
政�

公

営

企

業

等

�

特
別
行
政�

合　計�

20歳�
未 満�

60歳�
以 上�

20～23 24～27 28～31 32～35 36～39 40～43区　分�

1　　 15　    50      78      74       45      56職員数�

48～5144～47 52～55 56～59 計�区　分�

区　分�

区　分�

１週間の�
勤務時間�

始業�

区分� 区分�

介護休暇�

年次休暇�

病気休暇�

公民権行使�

骨髄液提供�

ボランティア�

結　婚�

産　前�

産　後�

出産補助�

子の看護�

�

�

40時間� 8：45 17：30
12：15�
～�

13：00

土曜日�
及び�
日曜日�

12：00�
～�

12：15
17：15�
～�

17：30

終業� 休憩�
時間�

休息�
時間�

週休日�

休　職�

戒　告�

2�

2

2�

3�

1

84　  118　 109    136      0             766職員数�

心身の故障�

刑事事件に関し起訴された場合�

法令に違反した場合�

職務上の義務に違反し又は職務を怠った場合�

全体の奉仕者たるにふさわしくない�
非行のあった場合�

特
　
別
　
休
　
暇�

特
　
別
　
休
　
暇�

付与日数� 付与日数�

20日�

90日�
1日�

3日�

8週間�

8週間�

2日�

〃�

〃�

〃�

〃�

必要と認め�
られる期間�

必要と認め�
られる期間�

7日の�
範囲内�

6月の�
範囲内�

10日～1日�

5日の�
範囲内�

5日の�
範囲内�

忌引�

祭日（法要）�

夏季�

住居滅失�

災害交通遮断�

公益団体�

体育行事�



※平成19年4月より市長の給料を、合併当時の給料�
（800千円）の80％、副市長も同様に合併当時の給料�
（612千円）の20％を減額しています。なお、議長、副議
長及び議員についても、5％の減額を実施しています。�
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注）職員手当の一人当たりの平均支給額は、前年度に退職した�
全職種に係る職員に支給された平均額�

注）１.職員手当には退職手当を含みません。２.給与費は当初�
予算に計上された額。3.19年4月より給与月額の5%を減額�
しています。(教委指導主事を除く）�

一人当たり平均支給額　１,６８３千円�

区　分　　　　　自己都合　　　　　 勧奨・定年�

支給割合　期末手当　3.0月分　勤勉手当　1.45月分�

（加算措置の状況）職制上の段階、職務の級等による加算措置�
・役職加算 5％～15％・管理職加算 なし�

⑭その他手当の状況　　　          　（19年4月1日現在）�

⑮特別職の報酬等の状況             （19年4月1日現在）�

⑬特殊勤務手当                               （18年度）�

⑨人件費の状況　　　　　　（18年度普通会計決算）�

⑩給与費の状況　　　　　　（19年度普通会計予算）�

⑪期末・勤勉手当                       　　 （18年度）�

⑫退職手当                                     （18年度）�

歳出額(A)　　　　人件費(B)　�

給与費�

職員数�
(Ａ)

人件費率�
(B/A)

昨年度�
人件比率�

1人当たり�
給与費�
(B/A)

36,750,765千円　  6,101,973千円　    16.6 ％　　　  18.6%

670人� 4,546,933�
千円�

1,196,207�
千円�

487,270�
千円�

2,863,456�
千円�

給　料　  職員手当� 計（B）�期末勤勉�
手当�

勤続20年�

勤続25年�

勤続35年�

最高限度額�

23.50月分�

33.50月分�

47.50月分�

59.28月分�

30.55月分�

41.34月分�

59.28月分�

59.28月分�

支  

給  

率�

その他の加算�

1人当たりの�
平均支給額�

定年前早期退職特別措置として5％～50％�
の加算（退職時特別昇給 なし）�

845千円     　　　25,633千円�

手当の名称　　　　　　　　　支給単価�

税務手当�

感染症等防疫作業手当�

犬猫等死体処理作業手当�

行路病人・死亡人取扱作業手当�

機械操作手当�

廃棄物処理業務手当�

介護手当�

消防業務手当�

火災等出動手当�

救急出動手当�

感染症搬送手当�

社会福祉業務手当�

市　　長�
副  市  長�

160,000円�
489,600円�

区　分　　　　　　給　料　月　額　等�

扶養手当�

手 当 名 � 内容及び支給単価�

（満16歳の年度初めから満22歳までの年度末までの子に加算）�

扶養親族2人目�
その他の扶養親族�
加算（特定扶養）�

借家・借間住居者�
家賃23,000円以下の場合　家賃月額－12,000円�

持家住居者　　　月額3,000円�

交通機関利用者　運賃相当額�

支給額�
勤務1時間あたりの給与額×125/100×時間外勤務時間数�

交通用具利用者�
　　　　　　　　片道2km以上～65km以上�
　　　　　　　　3,300円～57,500円�

支給額�
　　　　　　　　部長級　給与月額×7～7.5％�
　　　　　　　　次長級　給与月額×6％�
　　　　　　　　課長級　給与月額×4～5％�

支給額　23,000円�
　職員の住居と配偶者の住居間の距離が100km以上�
の場合、距離により6,000円～45,000円の加算あり�

家賃23,000を超える場合�
（家賃月額－23,000円）×1/2+11,000円（最高27,000円）�

配偶者を扶養�
配偶者を扶養していない�
配偶者がいない�

配偶者� 13,000円�
6,000円�
6,500円�
11,000円�
6,000円�
5,000円�
5,000円�

配偶者以外の�
扶養親族1人目�

算定：給料月額×在職年数×600/100
給料月額×在職年数×360/100

3.35月分�

3.35月分�

342,000円�
290,700円�
273,600円�

給  
料�

報  

酬�

退
職
手
当�

期  

末  

手  

当�

市　　長�
副  市  長�

市　　長�
副  市  長�

議　　長�
副  議  長�
議　　員�

議　　長�
副  議  長�
議　　員�

１日 500円�

１日 3,000円�

１件 500円�

１日 6,000円�

月 4,000円�

月 5,000円�

月 5,000円�

1 夜 400円�

1 回 300円�

1 回 200円�

1 回 300円�

月 5,000円�

住居手当�

通勤手当�

管理職手当�

時間外勤務�
手当�

単身赴任�
手当�

6,786千円�
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�

診療所特別会計�

公共用地先行取得特別会計�

国民健康保険特別会計�

介護保険地域支援事業特別会計�

老人保健特別会計�

介護保険特別会計�

特別養護老人ホーム特別会計�

簡易水道事業特別会計�

集落排水処理施設特別会計�

旅客定期航路事業特別会計�

風力発電事業特別会計�

　　　　　　　　　計�

�

　3億721万円�

0円�

57億784万円�

1億859万円�

42億267万円�

31億5 , 7 87万円�

4億7 , 0 77万円�

9億4 , 4 46万円�

1 , 8 87万円�

3 , 0 84万円�

3 , 6 56万円�

149億8 , 5 68万円�

�

収入済額　 　  �

1億5 , 0 24万円�

0円�

24億7 , 4 99万円�

7 , 1 56万円�

17億7 , 8 64万円�

13億9 , 9 46万円�

2億8 , 0 72万円�

3億7 , 4 68万円�

1 , 1 99万円�

1 , 7 86万円�

1 , 6 62万円�

65億7 , 6 76万円�

収入率（%）�

 48 . 9�

ー　�

43 . 4�

65 . 9�

42 . 3�

44 . 3�

59 . 6�

39 . 7�

63 . 5�

57 . 9�

45 . 5�

43 . 9

支出済額   　 　�

1億4 , 1 45万円�

0円�

23億9 , 6 96万円�

4 , 6 02万円�

16億8 , 6 59万円�

11億946万円�

2億1 , 0 75万円�

3億2 , 0 93万円�

785万円�

1 , 4 73万円�

1 , 2 18万円�

59億4 , 6 92万円�

執行率（%）�

46 . 0�

ー　�

42 . 0�

42 . 4�

40 . 1�

35 . 1�

44 . 8�

34 . 0�

41 . 6�

47 . 8�

33 . 3�

39 . 7

　　　区　　　　　　分�

収益的収入�

収益的支出�

資本的収入�

資本的支出�

予　算　額　  �

2億7,421万円�

2億6,164万円�

4,700万円�

1億7,145万円�

収入・支出済額　�

1億974万円�

7,433万円�

0円�

2,502万円�

�

40.0�

28.4�

0.0�

14.6

特別会計�

水道事業企業会計� 基金・市債・借入金現在高�
区　　　　分� 市民一人あたり額�金　　額 �

11万9千円�45億2,028万円�基 金 現 在 高 �

157万8千円�599億7,755万円�市債現在高（一般会計）�

 －　　  0円�一時借入金現在高�

◎財政調整基金�

◎減債基金�

◎振興基金�

◎まちづくり基金�

◎高齢者福祉基金�

◎その他（12基金）�

6億6,100万円�

7億3,125万円�

5億5,800万円�

10億円�

8億1,230万円�

7億5,773万円�

1万7千円�

1万9千円�

1万5千円�

2万6千円�

2万1千円�

2万円�

内訳�

　19年度の一般会計の歳入状況は、148億4,163万円が収入済みで執行率は47.3％となっていま

す。なかでも国庫支出金、県支出金、市債については事業完了後に交付されるため低い執行率とな

っています。�

　一方歳出は、112億2,413万円が支出済みで、執行率は35.8％となっています。建設工事が多

い土木費は、完成が3月に集中するため執行率が低くなっています。�

　特別会計については、65億7,676万円が収入済みで、執行率は43.9％、歳出は59億4,692万円

が支出済みで執行率は39.7％となっています。�

執行率�
（%）�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10�

11�

12�

13�

14�

15�

16�

17�

18�

19�

20�

21

　　区　　　　　分�

市税�

地方譲与税�

利子割交付金�

配当金交付金�

株式等譲渡所得割交付金�

地方消費税交付金�

自動車取得税交付金�

国有提供施設等所在市町村助成交付金�

地方特例交付金�

地方交付税�

交通安全対策特別交付金�

分担金及び負担金�

使用料及び手数料�

国庫支出金�

県支出金�

財産収入�

寄附金�

繰入金�

繰越金�

諸収入�

市債�

　　　　　計�

予算額　　　�

30億6,534万円�

2億6,808万円�

1,500万円�

580万円�

630万円�

3億4,600万円�

8,000万円�

1,010万円�

2,089万円�

146億2,805万円�

440万円�

2億5,392万円�

3億8,938万円�

29億5,052万円�

33億478万円�

8,819万円�

0円�

12億5,633万円�

8億1,170万円�

3億2,447万円�

35億2.650万円�

313億5,575万円�

収入済額 　　 �

12億9,870万円�

8,171万円�

660万円�

509万円�

0円�

2億1,157万円�

2,450万円�

0円�

2,089万円�

103億2,869万円�

208万円�

1億632万円�

1億7,791万円�

7億2,306万円�

7億9,364万円�

3,533万円�

0円�

0円�

8億1,170万円�

2億1,834万円�

0円�

148億4,613万円�

�

42.4�

30.5�

44.0�

87.8�

ー　�

61.1�

30.6�

ー　�

100.0�

70.6�

47.3�

41.9�

45.7�

24.5�

24.0�

40.1�

ー　�

ー　�

100.0�

67.3�

ー　�

47.3�

�

歳　　　　　入�
一般会計�

収入率�
（%）�

　　　　　区　　　　　　　分�

�

予　算　額　 　 �

�

歳　　　入� 歳　　　出�

財政課からのお知らせ！� 平成１9年度予算執行状況�
（平成19年９月３０日現在）をお知らせします。�
�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10�

11�

12�

13�

14�

�

歳　　　　　出�
　区　　　分�

議会費�

総務費�

民生費�

衛生費�

労働費�

農林水産業費�

商工費�

土木費�

消防費�

教育費�

災害復旧費�

公債費�

諸支出金�

予備費�

　　　　計�

予算額　　　�

1億9,293万円�

66億8,754万円�

58億1,535万円�

28億9,022万円�

0円�

26億1,160万円�

3億5,509万円�

21億6,007万円�

9億5,921万円�

21億9,509万円�

3億3,971万円�

70億9,378万円�

3,516万円�

2,000万円�

313億5,575万円�

支出済額　  　�

8,546万円�

24億2,150万円�

20億4,432万円�

8億4,588万円�

0円�

10億7,396万円�

1億9,678万円�

5億4,751万円�

4億745万円�

9億3,927万円�

4,680万円�

25億8,698万円�

2,822万円�

0円�

112億2,413万円�

�

44.3�

36.2�

35.2�

29.3�

ー　�

41.1�

55.4�

25.3�

42.5�

42.8�

13.8�

36.5�

80.3�

ー　�

35.8

執行率�
（%）�



峰町事後指導日程�

美津島町事後指導日程�
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10月～11月にかけて実施した集団健診の結果説明会を、�
下記の日程で開催しますので、多数のご参加をお待ち�
しています。�

【問い合わせ】保健部健康推進課　☎0920（58）1116�
　　　　　　  南福祉保健センター　☎0920（52）4888�
　　　　　　  北福祉保健センター　☎0920（84）2313

13：30～15：00�
19：00～20：30�
13：30～15：00�
19：00～20：30�
13：30～15：00�
19：00～20：30�
14：00～15：30�
19：00～20：30�
13：30～15：00�
19：00～20：30�
�

14：00～16：00�
19：00～21：00

19：00～21：00�
19：00～21：00�
13：30～15：30�
19：00～21：00�
19：00～21：00

嵯峨生活館�
仁位生活館�
水崎福祉館�
唐州生活館�
小綱生活館�

大綱ふれあいセンター�
位之端漁村センター�
千尋藻漁村センター�

横浦生活館�
塩浜児童館�

中対馬開発総合センター�
峰保健福祉センター�

小船越コミュニティセンター�
今里漁民センター�

美津島文化会館�

大船越青少年研修センター�

11月30日（金）�

12月3日（月）�

12月4日（火）�

12月5日（水）�

12月6日（木）�

12月20日（木）�

1月21日（月）�
1月22日（火）�

1月24日（木）�

1月31日（木）�

峰地区は第1回の日程を初回として合計4回約6ヶ月間の保健指導を行います。これは来年度からスタートする�
特定保健指導のモデル地区として取り組むためです。対象の方には別途個人通知を行う予定です。�

厳原町・上県町・上対馬町の事後指導日程は、12月号で掲載するか、地区ごとに通知します。�

日　　　程　　　　　　　　　　　実施時間　　　　　　　　　　　　　　 実施会場�

日　　　程　　　　　　　　　　　実施時間　　　　　　　　　　　　　　 実施会場�

日　　　程　　　　　　　　　　　実施時間　　　　　　　　　　　　　　 実施会場�

第1回�

豊玉町事後指導日程�

検 診 結 果 説 明 会 �●健診結果説明会の開催日程●�

健 康 コ ー ナ ー �

～いよいよはじまります。～

みんなおいでよ！  ながさき 子育て広場�みんなおいでよ！  ながさき 子育て広場�みんなおいでよ！  ながさき 子育て広場�
県内各地の子育て支援情報をお届けします！�
　　　　　子育てに関する講座の学習もできます！�

「ながさき安心子育てホッと情報実行委員会」が文部科学省の委託を受けて始まった事業�

QRコードもご利用下さい�

P　C…http：//www.nagasaki-anshinkosodate.net/�
携帯…http：//www.nagasaki-anshinkosodate.net/m/�
長崎県こども政策局こども未来課…☎095（895）2686
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●
陶
山
訥
庵
先
生  

生
誕
三
五
〇
年
祭
（4）
�

対
馬
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課�

☎
0
9
2
0（
5
4
）2
3
4
1

　
対
馬
聖
人
（
せ
い
じ
ん
＝
優
れ

た
人
物
）
陶
山
訥
庵
先
生
の
偉
大

な
業
績
に
対
し
て
、
い
ち
早
く
光

を
あ
て
た
の
は
佐
護
（
上
県
町
）

の
人
た
ち
で
し
た
。
す
な
わ
ち
、

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
六
月

に
先
生
が
な
く
な
る
と
半
年
後
の

十
二
月
、
同
地
の
カ
ナ
グ
ラ
ダ
ン

に
、
島
民
を
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
か

ら
守
っ
た
陶
山
先
生
と
同
役
の
平

田
類
右
衛
門
喬
信
の
功
績
を
た
た

え「
曠
古
遺
愛
」
(1)
の
碑
を
た
て
ま

し
た
。
こ
の
碑
の
文
章
を
書
い
た

の
は
、
二
人
を
敬
愛
し
て
や
ま
な

か
っ
た
、
も
う
ひ
と
り
の
碩
学
(2)

雨
森
芳
洲
先
生
で
す
。

　
ま
れ
に
見
る
す
ぐ
れ
た
二
人
の

人
物
の
仕
事
を
後
の
世
に
語
り
伝

え
た
い
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
書

い
た
芳
洲
先
生
の
文
章
で
し
た
。

　
先
生
と
同
じ
時
代
に
生
き
た
医

者
古
藤
文
庵
は
伝
記
『
訥
庵
先
生

事
記
』
を
、
幕
末
の
唐
坊
長
秋
も

同
じ
く
先
生
の
伝
記
『
陶
山
先
生

事
状
』
を
書
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
陶
山
先
生
の
人
物

と
仕
事
は
、
早
く
か
ら
地
元
だ
け

で
は
な
く
中
央
で
も
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
先

生
の
死
か
ら
お
よ
そ
百
年
後
に
で

き
た
『
先
哲
叢
談
』
に
雨
森
芳
洲

先
生
ら
と
と
も
に
名
ま
え
が
掲
載

さ
れ
て
か
ら
で
す
。
生
き
も
の
を

殺
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
時
代

に
、
人
び
と
に
大
き
な
害
を
も
た

ら
し
て
い
た
八
万
頭
に
も
の
ぼ
る

イ
ノ
シ
シ
を
退
治
し
、
対
馬
の
人

た
ち
の
生
活
を
ま
も
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
百
冊
も
の
本
を
書
い
た
こ

と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
に
な
る
と
『
大
日
本

人
名
辞
書
』
に
名
前
が
の
り
、
先

生
の
著
作
が
『
日
本
経
済
叢
書
』

に
収
録
さ
れ
、
東
京
大
学
の
渡
瀬

庄
三
郎
先
生
は
『
動
物
学
雑
誌
』

に
先
生
の
イ
ノ
シ
シ
退
治
の
様
子

を
く
わ
し
く
書
ま
し
た
。
昭
和
四

十
年
代
に
な
り
、
児
童
文
学
者
の

北
野
道
彦
さ
ん
や
木
暮
正
夫
さ
ん

が
書
い
た
、
対
馬
の
イ
ノ
シ
シ
退

治
の
話
が
児
童
用
図
書
に
掲
載
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
日
に
は
、
先
生
の
三

五
〇
回
め
の
誕
生
日
を
記
念
し
て

講
演
会
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
機
会
に
先
生
の
こ
と
が
書
い
て

あ
る
読
み
物
を
集
め
た
本
（
子
ど

も
用
）
と
、
人
名
辞
典
な
ど
に
の

っ
て
い
る
先
生
の
解
説
文
を
収
録

し
た
本
（
一
般
用
）
を
つ
く
る
準

備
を
し
て
い
ま
す
。
（
お
わ
り
）

(1)
曠
古
＝
今
ま
で
に
な
い
、
空
前
の

遺
愛
＝
む
か
し
の
人
が
、
後
の
世
の
人

の
た
め
に
残
し
た
い
つ
く
し
み

(2)
碩
学
＝
学
問
が
ひ
ろ
く
ふ
か
い
人

す

や

ま

と

つ

あ

ん

『陶山先生事状』…唐坊�
長秋15歳の時の著作。�
成立は天保6年(1835)�
�

利 用 希 望 者 �
空き家を探している（市外に在住）人�

所 有 者・管 理 者 �
空き家を貸したい（売りたい）人�

対馬市空き家バンク�
（対馬市政策企画課）�

当
事
者
間
で
の
交
渉
・
契
約�

所
有
者
等
の�

情
報
の
連
絡�

利
用
希
望
者�

情
報
の
連
絡�

空
き
家
情
報�

の
募
集�

空
き
家
物
件�

の
情
報
発
信�

利
用
希
望
者�

の
登
録
申
請�

空
き
家
の�

登
録
申
請�

対馬市空き家バンク制度イメージ図�

　対馬市では、「空き家」を貸したい、売りたいと思

っている方と対馬市で生活をするために「空き家」を

探している方との橋渡しをするために「対馬市空き家

バンク」を創設いたしました。�

　空き家の登録を希望される方は、下記までご連絡く

ださい。�

　内容は、対馬市ホームページにも掲載してあります。

（http：//www.city.tsushima.nagasaki.jp）�

■問い合わせ先■�
対馬市役所  政策企画課�
担当者  古瀬・梅野・中庭�

☎0920（53）6111　FAX0920（53）6112�
E‐mail：kikakuka@city‐tsushima.jp

対馬市空き家バンク制度�

空き屋を登録しませんか？�

た
か
の
ぶ

こ

う

こ

い

あ

い

せ
き
が
く

あ
め
の
も
り
ほ
う
し
ゅ
う

ぶ
ん
あ
ん

と
う
ぼ
う
な
が
あ
き

せ
ん
て
つ
そ
う
だ
ん

き

た

の

み

ち

ひ

こ

こ

ぐ

れ

ま

さ

お

こ
う
こ

い

あ
い

せ
き
が
く



■
日
　
時
　
平
成
20
年
1
月
13
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら

■
場
　
所
　
対
馬
市
中
対
馬
開
発
総
合

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー（
峰
町
）

　
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
堆
肥
化
し

て
栽
培
し
た
野
菜
や
草
花
の
コ
ン
テ
ス

ト
を
昨
年
度
に
続
き
開
催
し
ま
す
。

　
出
品
用
紙
は
対
馬
市
廃
棄
物
対
策
課
、

又
は
各
支
所
住
民
生
活
課
で
12
月
7
日

（
金
）ま
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
お
楽
し
み
抽
選
会
も
行
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
申
込
資
格
　
平
成
20
年
4
月
1
日
現

在
50
歳
未
満
で
、
真
に
対
馬
市
に
定
着

し
て
漁
業
を
営
も
う
と
い
う
強
い
意
志

を
有
す
る
健
康
な
人
。
（
U
・
I
タ
ー

ン
可
）

■
募
集
人
員
　
2
名

■
研
修
地
　
美
津
島
町
高
浜
漁
協

■
研
修
内
容
　
主
に
一
本
釣
り
、
延
縄

等
の
漁
法
の
実
践
指
導
を
、
高
浜
漁
協

管
内
の
漁
業
者
が
行
い
ま
す
。（
仕
掛
け

の
作
り
方
、
仕
掛
け
の
投
入
方
法
及
び

巻
上
方
法
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
船
舶
の

操
作
方
法
等
）

■
研
修
の
特
徴
　
研
修
中
は
収
入
が
な

い
の
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
研
修

者
に
は
、
生
活
費
の
補
助
制
度
が
あ
り

ま
す
。

■
研
修
期
間
　
最
長
2
年
間
で
、
1
年

間
に
90
日
程
度
の
指
導
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

■
受
付
期
間
　
平
成
19
年
12
月
20
日
ま
で

■
提
出
先
　
対
馬
市
役
所
水
産
振
興
課

内
「
対
馬
市
新
規
漁
業
者
就
業
推
進
協

議
会
」

■
申
込
書
請
求
先
　
申
込
書
は
対
馬
市

役
所
水
産
振
興
課
及
び
最
寄
り
の
支
所

地
域
振
興
課
で
配
布
し
ま
す
。

■
そ
の
他
　
住
居
に
つ
い
て
は
、
協
議

会
で
斡
旋
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

対
馬
市
新
規
漁
業
者
就
業
推
進
協
議
会

事
務
局
（
波
田
）

　
対
馬
市
厳
原
町
国
分
1
4
4
1
番
地

　
　
　（
対
馬
市
役
所
水
産
振
興
課
内
）

　
　
☎
0
9
2
0
（
5
3
）
6
1
1
1

　
対
馬
市
で
は
、
漁
業
就
業
者
の
減
少
、

高
齢
化
対
策
と
し
て
、後
継
者
の
確
保
・

育
成
を
目
的
と
し
、
新
規
に
漁
業
就
業

を
希
望
さ
れ
る
方
の
支
援
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　
本
年
度
は
2
名
の
研
修
生
受
入
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
最
長
2
年
間
の
研
修

を
受
け
、
漁
師
と
し
て
一
本
立
ち
し
、

地
域
へ
定
住
し
て
い
た
だ
け
る
や
る
気

と
根
性
の
あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
左
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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○
国
民
年
金
保
険
料
は
、�

　
　
　
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除（
非
課
税
）の
対
象
で
す
。�

　
　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年
金
保
険
料
を
申
告

　
す
る
場
合
は
、「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

　
証
明
書
」の
添
付
等
が
必
要
で
す
。

　
　
同
証
明
書
は
11
月
上
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ

　
れ
ま
す
の
で
、申
告
の
際
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。�

○
社
会
保
険
庁
の
問
い
合
わ
せ
窓
口
は
、�

　
　
　
　
　
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル�

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
５
７
０（
０
０
）９
９
１
１
で
す
。

　
　
　
平
成
19
年
11
月
１
日
〜
平
成
20
年
３
月
14
日

　
　
　
平
日
９
時
〜
17
時

　
　「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

　
に
記
載
さ
れ
て
い
る
月
分
以
外
の
保
険
料
を
12
月
31
日

　
ま
で
の
間
に
納
付
し
た
場
合
は
、
今
年
分
と
し
て
申
告

　
で
き
ま
す
か
？

　
　
今
年
分
と
し
て
申
告
で
き
ま
す
。
同
証
明
書
に
記
載

　
さ
れ
て
い
る
保
険
料
額
に
、
後
か
ら
納
付
し
た
保
険
料

　
額
を
合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
後
か
ら

　
納
付
し
た
保
険
料
分
の「
領
収
証
書
」も
添
付
等
す
る
必

　
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
家
族
の
保
険
料
を
納
付
し
ま
し
た
が
、
控
除
の
対
象

　
と
な
り
ま
す
か
？

　
　
世
帯
主
又
は
配
偶
者
と
し
て
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

　
険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、
納
付
し
た
方
が
そ
の
保
険

　
料
を
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
長
崎
北
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
５
（
８
６
１
）
１
２
１
１

▼
社
会
保
険
事
務
局
の
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

　
◎
12
月
13
日（
木
）午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー�

な
り
ま
せ
ん
か
！�

対
馬
で
漁
師
に�

漁業研修生�
    募集！�
漁業研修生�
    募集！�

廃
棄
物
対
策
課�

☎
0
9
2
0（
5
3
）6
1
1
1

Q1A1Q2A2

→
研
修
風
景�

｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝�
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■
期
　
日
　
１
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら

■
場
　
所
　
シ
ャ
イ
ン
ド
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
み
ね（
峰
町
）

■
対
象
者
　
昭
和
62
年
４
月
２
日

　
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で

　
に
生
ま
れ
た
方

■
ご
案
内
　
市
に
住
民
票
の
あ
る

　
方
は
ご
本
人
へ
、
市
内
中
学
校

　
を
卒
業
さ
れ
市
外
に
お
住
ま
い

　
の
方
に
つ
い
て
は
そ
の
保
護
者

　
の
方
へ
11
月
上
旬
に
お
知
ら
せ

　
を
差
し
あ
げ
て
い
ま
す
。
も
し

　
お
手
元
に
届
い
て
な
い
場
合
は

　
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
対
馬
市
で
は
、
次
の
と
お
り
遊

休
地
の
貸
付
け
と
、
市
有
物
件
の

公
売
を
行
い
ま
す
。

■
遊
休
地
の
貸
付
け

　﹇
所
在
地
﹈
上
対
馬
町
西
泊

　
　
　
　
　
　
1
0
6
0
番
地
他

　﹇
地
目
﹈
原
野
（
現
況
）

　﹇
地
積
﹈
①
2
0
0
0
㎡

　
　
　
　

②
2
8
0
0
㎡

　﹇
貸
付
料
﹈
年
1
1
8
円
／
㎡

　﹇
貸
付
要
件
﹈
土
地
利
用
事
業

　
計
画
書
の
提
出
、
審
査
の
う
え

　
貸
付
決
定

　【
受
付
】
12
月
14
日（
金
）ま
で

　
そ
の
他
　
自
然
公
園
法
等
に
よ

　
り
事
業
に
制
約
が
あ
り
ま
す
の

　
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

　
下
さ
い
。

■
市
有
物
件
の
公
売

　
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
次
の

市
有
地
を
売
却
し
ま
す
。

①﹇
所
在
地
﹈
美
津
島
町
　
知
甲

　
7
3
8
番
地
17
（
特
老
ホ
ー
ム

　
近
く
）﹇
地
目
﹈
宅
地
﹇
地
積
﹈　

　
5
5
2.
0
㎡

②﹇
所
在
地
﹈
美
津
島
町
　
知
甲

　
1
0
2
7
番
地
1
（
　
知
保
育

　
所
横
）﹇
地
目
﹈
宅
地
﹇
地
積
﹈

　
3
8
7.
6
9
㎡

③﹇
所
在
地
﹈
峰
町
櫛
3
8
5
番

　
地
5
（
ト
ク
エ
バ
ス
停
近
く
）

　﹇
地
目
﹈宅
地
﹇
地
積
﹈1
5
4
㎡

④﹇
所
在
地
﹈
峰
町
櫛
1
8
3
番

　
地
2（
櫛
バ
ス
停
か
ら
約
4
5
0

　
m
）

　﹇
地
目
﹈宅
地
﹇
地
積
﹈1
4
4
㎡

【
受
付
】
12
月
20
日（
木
）
ま
で
に

入
札
参
加
申
込
書
を
提
出

【
入
札
日
】
12
月
21
日（
金
）

※
詳
し
く
は
総
務
課
財
産
管
理
班

　
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
に

つ
い
て
関
係
者
の
関
心
と
理
解
を

深
め
、
雇
用
改
善
の
一
層
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
明
る
い

職
場
　
誇
れ
る
仕
事
　
建
設
雇
用

改
善
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

中
央
及
び
地
方
に
お
い
て
各
種
行

事
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
県
内
主
要
行
事

　
第
20
回
長
崎
県
建
設
雇
用�

　
　
　
　
　
　
　
改
善
推
進
大
会�

日
　
時
　
11
月
30
日（
金
）

　
　
　
　
13
時
半
〜
16
時

場
　
所
　
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
長
崎

　
　
　
　（
長
崎
市
茂
里
町
）

内
　
容
　
建
設
雇
用
改
善
優
良
事

　
　
　
　
業
所
表
彰
、
記
念
講
演

　
　
　
　
他

�

■
奨
学
金
の
返
済
は
お
早
め
に

　
長
崎
県
育
英
会
及
び
長
崎
県
交

通
遺
児
奨
学
会
で
は
、
奨
学
金
の

返
還
期
日
を
守
ら
ず
、
滞
納
と
な

っ
て
い
る
方
が
増
加
し
、
大
変
困

っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
返
還
金
が
、
後
輩
の

新
た
な
奨
学
金
と
な
り
ま
す
。

　
貸
与
を
受
け
て
い
た
方
は
、
返

還
期
日
を
守
り
早
め
に
納
付
し
ま

し
ょ
う
。

■
寄
付
金
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
同
会
で
は
、
寄
付
金
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
浄
財
は
奨
学
資
金
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
奨
学
金
事

業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
な
お
、
長
崎
県
育
英
会
へ
の
寄

付
金
は
特
定
公
益
増
進
法
人
へ
の

寄
付
と
し
て
、
税
制
上
の
優
遇
措

置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
上
県
町
仁
田
の
上
県
総
合
運
動
公
園

プ
ー
ル
（
温
水
プ
ー
ル
）
を
、
12
月
１

日
か
ら
３
月
末
日
ま
で
の
間
、
休
館
い

た
し
ま
す
。

対
馬
市
総
務
課
　
財
産
管
理
班�

☎
0
9
2
0（
5
3
）6
1
1
1
�

　
　
　
　
　
　（
内
線
4
1
6
）�

長
崎
労
働
局
職
業
安
定
部�

☎
0
9
5（
8
0
1
）0
0
4
2

遊
休
地
の
貸
付
け

遊
休
地
の
貸
付
け�

市
有
物
件
公
売
の
お
知
ら
せ

市
有
物
件
公
売
の
お
知
ら
せ�

遊
休
地
の
貸
付
け�

市
有
物
件
公
売
の
お
知
ら
せ�

対
馬
市
役
所
　
総
務
課�

☎
0
9
2
0（
5
3
）6
1
1
1

対
馬
市

対
馬
市  

成
人
式

成
人
式�

対
馬
市  

成
人
式�

11
月
は
月
は�

「
建
設
雇
用
改
善
推
進
月
間
」

「
建
設
雇
用
改
善
推
進
月
間
」�

11
月
は�

「
建
設
雇
用
改
善
推
進
月
間
」�

（
財
）長
崎
県
育
英
会�

長
崎
県
交
通
遺
児
奨
学
会�

☎
0
9
5（
8
2
4
）7
5
0
1

奨
学
金
の
返
還
と

奨
学
金
の
返
還
と�

　
　
寄
付
金
の
お
願
い

　
　
寄
付
金
の
お
願
い�

奨
学
金
の
返
還
と�

　
　
寄
付
金
の
お
願
い�

上
県
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

☎
0
9
2
0（
8
4
）2
5
7
6�

上
県
総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル�

☎
0
9
2
0（
8
5
）1
2
8
2

温
水
プ
ー
ル

温
水
プ
ー
ル（
上
県
町
仁
田

（
上
県
町
仁
田
）�

　
　
休
館
の
お
知
ら
せ

　
　
休
館
の
お
知
ら
せ�

12
月
1
日
か
ら

日
か
ら
3
月
末
日
ま
で

月
末
日
ま
で�

温
水
プ
ー
ル（
上
県
町
仁
田
）�

　
　
休
館
の
お
知
ら
せ�

12
月
1
日
か
ら
3
月
末
日
ま
で�

情
報
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー�

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ�

お
知
ら
せ�
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　（
財
）労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー

（
Ｒ
Ｉ
Ｃ
）で
は
、
厚
生
労
働
省
の

委
託
を
受
け
て
、労
災
医
療
、労
災

補
償
等
の
労
災
保
険
制
度
全
般
の

ご
相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
い

た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　（
Ｒ
Ｉ
Ｃ
）
財
団
法
人
　
労
災
保
険

　
情
報
セ
ン
タ
ー
　
長
崎
事
務
所

　
〒
８
５
０
‐
０
０
４
５
　
長
崎

　
市
宝
町
５
番
５
号
　
Ｈ
Ａ
Ｃ
ビ

　
ル
４
階

　
　
　
０
１
２
０（
８
４
８
）８
４
７

　
長
年
使
用
し
て
い
る
扇
風
機
は
、

火
災
等
の
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
次
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
に
一
つ
で
も
当
て
は
ま
る

扇
風
機
を
お
持
ち
の
方
は
、
早
急

に
使
用
中
止
し
、
販
売
店
、
メ
ー

カ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

������

■
古
い
扇
風
機
の�

　
　
安
全
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト�

①
モ
ー
タ
ー
か
ら
異
常
な
音
は
し

　
な
い
か

②
焦
げ
臭
い
ニ
オ
イ
は
な
い
か

③
モ
ー
タ
ー
が
異
常
に
熱
く
な
っ

　
て
い
な
い
か

④
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
ら
羽
根
は

　
動
く
か

⑤
羽
根
の
回
転
が
遅
く
な
っ
て
な

　
い
か

⑥
羽
根
は
ち
ゃ
ん
と
回
り
、
異
常

　
な
振
動
音
は
な
い
か

⑦
電
源
コ
ー
ド
を
触
れ
た
り
折
り

　
曲
げ
た
り
し
た
ら
、
動
い
た
り

　
動
か
な
か
っ
た
り
し
な
い
か

⑧
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
動
か
な

　
い
こ
と
は
な
い
か

　
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
は
、
自
動
車
事
故
に
よ
る

被
害
者
の
方
に
次
の
援
護
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の�

　
　
　
　
　
　
　
無
利
子
貸
付
」�

■
対
象
者
　
自
動
車
事
故
に
よ
り

　
死
亡
又
は
重
度
の
後
遺
障
害
が

　
残
っ
た
方
の
お
子
様
（
０
歳
か

　
ら
中
学
３
年
生
）
で
、
そ
の
保

　
護
者
が
住
民
税
を
納
め
る
こ
と

　
を
要
し
な
い
等
一
定
の
要
件
に

　
合
致
す
る
方

■
貸
付
金
額�

　
一

時

金
　
　
　
15
万
５
千
円

　
月
　
　
額
　
　
　
２
万
　
　
円

　
入
学
支
度
金
　
　
４
万
４
千
円

■
貸
付
期
間
　
貸
付
決
定
の
月
か

　
ら
中
学
校
を
卒
業
す
る
月
ま
で

■
利
　
子
　
無
利
子

■
返
還
方
法
　
貸
付
終
了
後
、
20

　
年
以
内
の
均
等
分
割
返
還
。
但

　
し
、
高
校
・
大
学
等
に
進
学
し

　
た
場
合
は
在
学
期
間
は
返
還
を

　
猶
予

�

「
重
度
後
遺
障
害
者
に
対
す
る�

　
　
　
　
　
　
介
護
料
の
支
給
」�

■
対
象
者
　
自
動
車
事
故
に
よ
り
、

　
脳
、
脊
髄
に
損
傷
を
生
じ
た
方

　
で
、
一
定
の
要
件
に
合
致
す
る

　
方

■
介
護
額
　
月
額
２
万
９
２
９
０

　
円
〜
13
万
６
８
８
０
円
ま
で
症

　
状
に
応
じ
て
支
給

　
又
、
「
短
期
入
院
」
に
つ
い
て

　
も
援
助

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
長
崎
市
五
島
町
１
‐
21

　
独
立
行
政
法
人
　
自
動
車
事
故

　
対
策
機
構
　
長
崎
支
所

　
☎
０
９
５（
８
２
１
）８
８
５
３

労
災
保
険
制
度
の

労
災
保
険
制
度
の�

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す�

労
災
保
険
制
度
の�

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す�

（
財
）労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
長
崎
事
務
所�

☎
０
９
５（
８
４
５
）７
８
３
５�

長
年
ご
使
用
の
扇
風
機
に

長
年
ご
使
用
の
扇
風
機
に�

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

ご
注
意
く
だ
さ
い
！�

長
年
ご
使
用
の
扇
風
機
に�

ご
注
意
く
だ
さ
い
！�

経
済
産
業
省�

自
動
車
事
故
に
よ
る

自
動
車
事
故
に
よ
る�

被
害
者
の
方
へ

被
害
者
の
方
へ�

各
種
援
護
業
務
の
紹
介

各
種
援
護
業
務
の
紹
介�

自
動
車
事
故
に
よ
る�

被
害
者
の
方
へ�

各
種
援
護
業
務
の
紹
介�

独
立
行
政
法
人�

　
　
　
自
動
車
事
故
対
策
機
構�

☎
０
９
５（
８
２
１
）８
８
５
３�

フ
リ
ー�

ダ
イ
ヤ
ル�

■募集種目�

　自衛隊生徒（陸）

■資　　格　中卒（見込含）～

　　　　　　17歳未満の男子

■受付期間　平成19年11月１日

　　　　　～平成20年１月８日

■一次試験　平成20年１月12日

■試 験 場　対馬市交流センター

【お問い合わせ】�
　対馬市役所・各支所又は�
　自衛隊長崎地方協力本部�
　対馬駐在員事務所�
　☎０９２０（５２）０９０８�

平成19年度

自衛隊生徒募集案内

「少子・高齢社会と税」をテーマに、租税教室、�
税に関する作文の表彰などを行います。�

国税電子申告・納税システム�
e-Tax（イータックス）の活用を促進しています。�
詳しくは、国税庁ＨＰへ�
（http://www.e-tax.nta.go.jp）�

平成19年11月１日から�
電話の受付が自動音声応答に変わりました。� 厳原税務署　☎０９２０（５２）０６４５�

主な行事�

税務署では�

問い合わせ�

11月11日から17日は�
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長
崎
県
警
察
で
は
、11
月
を「
被

害
者
支
援
推
進
強
化
月
間
」
と
定

め
、
制
度
の
内
容
等
に
つ
い
て
周

知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
犯
罪
被
害
給
付
制
度
」�

　
こ
の
制
度
は
、
通
り
魔
事
件
等

の
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
不

慮
の
死
を
遂
げ
た
被
害
者
の
遺
族

又
は
身
体
に
障
害
を
負
わ
さ
れ
た

被
害
者
等
に
対
し
て
、
社
会
の
連

帯
共
助
の
精
神
に
基
づ
き
、
国
が

犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
を
支
給
し
、

そ
の
精
神
的
、
経
済
的
打
撃
の
緩

和
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
給
付
金
に
は
「
遺
族
給
付
金
」

「
重
傷
病
給
付
金
」
「
障
害
給
付

金
」
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
長
崎
県
警
察
本
部
警
務
課
犯
罪

　
被
害
者
支
援
室

　
☎
０
９
５（
８
２
９
）０
４
４
７

　（
月
〜
金
曜
、９
時
〜
17
時
45
分
）

　
若
し
く
は
、
対
馬
北
及
び
南
警

　
察
署
ま
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
長
崎
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
」
の
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を�

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
警
察
や
関

係
機
関
と
連
携
し
て
、
犯
罪
や
事

故
の
被
害
者
や
そ
の
家
族
等
に
対

す
る
支
援
活
動
で
、
電
話
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
し
、
相
談
は
無
料
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
長
崎
被
害
者
支

　
援
セ
ン
タ
ー
」

　
☎
０
９
５（
８
２
０
）４
９
７
７

　（
火
〜
土
曜
、
10
時
〜
16
時
）

　
県
内
で
販
売
さ
れ
た
宝
く
じ
の

収
益
金
は
、
道
路
や
学
校
、
公
園

の
整
備
な
ど
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

県
内
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

【
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
】�

■
発
売
期
間
　
11
月
26
日

　
　
　
　
　
　
　
〜
12
月
21
日

■
価
　
格
　
　
１
枚
３
０
０
円

■
当
選
本
数

　
１
　
等（
２
億
円
）　
　
　
74
本

　
前
後
賞（
５
千
万
円
）１
４
８
本

　
２
　
等（
１
億
円
）　
２
２
２
本

　
３
　
等（
１
千
万
円
）２
２
２
本

　
年
末
幸
運
賞（
１
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
４
万
本

　
　
　
※
74
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

■
抽
選
日
　
12
月
31
日（
月
）

　
長
崎
労
働
局
で
は
、11
月
を「
過

重
労
働
・
賃
金
不
払
残
業
解
消
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」
と
定
め
、
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
過
重
労
働
に
よ

る
健
康
障
害
及
び
賃
金
不
払
残
業

（
い
わ
ゆ
る
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
）

の
撲
滅
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
労
働
基
準
部
監
督
課
で
は
、
過

重
労
働
及
び
サ
ー
ビ
ス
残
業
に
関

す
る
ご
相
談
を
次
の
と
お
り
お
受

け
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
11
月
23
日（
金
）

　
　
　
　
　
（
勤
労
感
謝
の
日
）

　
　
　
　
　
９
時
か
ら
17
時
ま
で

■
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０（
８
９
７
）２
８
３

　
長
崎
県
で
は
、
食
育
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、
地
域
や
学
校
等
で

「
食
」
や
「
農
林
水
産
」
の
知
識
、

経
験
等
の
話
、
郷
土
料
理
な
ど
の

調
理
実
習
、
体
験
の
受
け
入
れ
等

の
活
動
に
取
り
組
む
「
長
崎
県
食

育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
ま

す
。

■
募
集
締
切�

　
11
月
30
日（
金
）ま
で

■
募
集
対
象
　
食
育
活
動
に
取
り

　
組
む
個
人
、
団
体
、
企
業

■
お
も
な
活
動
分
野
　
①
食
生
活

　
②
農
林
水
産
物
の
生
産
③
食
文

　
化
と
地
産
地
消
④
食
品
製
造
加

　
工
⑤
食
品
の
安
全
・
安
心
等

■
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
記
入

　
の
う
え
県
の
食
育
・
食
品
安
全

　
推
進
室
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

　
２
月
17
日（
日
）、
対
馬
市
交
流

セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
を
会

場
に
、
「
第
１
回
対
馬
島
の
合
唱

祭｣

を
開
催
し
ま
す
。

　
現
在
、
参
加
団
体
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
対
馬
島
内
で
コ
ー

ラ
ス
を
さ
れ
て
い
る
団
体
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
参
加
希
望
団
体
に
は
、

賛
同
金
と
し
て
１
０
０
０
円
の
負

担
を
お
願
い
し
ま
す
。
〆
切
は
12

月
15
日
で
す
。

　
ま
た
、
当
日
の
イ
ベ
ン
ト
の
手

伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
対
馬
島
の
合
唱
祭

　
実
行
委
員
会
事
務
局
（
牛
島
）

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）２
８
５
１

犯
罪
被
害
者
に
対
す
る

犯
罪
被
害
者
に
対
す
る�

支
援
の
お
知
ら
せ

支
援
の
お
知
ら
せ�

犯
罪
被
害
者
に
対
す
る�

支
援
の
お
知
ら
せ�

対
馬
北
警
察
署�

☎
０
９
２
０（
８
４
）２
１
１
０�

対
馬
南
警
察
署�

☎
０
９
２
０（
５
２
）０
１
１
０�

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ�

購
入
は
県
内
で

購
入
は
県
内
で�

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ�

購
入
は
県
内
で�

長
崎
県
　
財
政
課�

☎
０
９
５（
８
９
５
）２
１
７
１�

過
重
労
働

過
重
労
働
・
賃
金
不
払
残
業

賃
金
不
払
残
業�

の
相
談
を
受
付
ま
す

の
相
談
を
受
付
ま
す�

過
重
労
働
・
賃
金
不
払
残
業�

の
相
談
を
受
付
ま
す�

長
崎
労
働
局 

労
働
基
準
部
監
督
課�

☎
０
９
５（
８
０
１
）０
０
３
０�

第
１
回

第
１
回 

島
の
合
唱
祭

島
の
合
唱
祭�

出
演
団
体
募
集

出
演
団
体
募
集�

第
１
回 

島
の
合
唱
祭�

出
演
団
体
募
集�

対
馬
島
の
合
唱
祭�

　
実
行
委
員
会
事
務
局（
牛
島
）�

☎
０
９
２
０（
５
２
）２
８
５
１�

平
成
平
成
19
年
度
年
度�

長
崎
県
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

長
崎
県
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

平
成
19
年
度�

長
崎
県
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

県
食
育
・
食
品
安
全
推
進
室�

☎
０
９
５（
８
９
５
）２
３
６
６�

募
　
集

募
　
集�

募
　
集�
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か
す
ま
き
を
は
じ
め
と
し
た
対

馬
の
お
菓
子
が
一
堂
に
集
ま
り
ま

す
。
対
馬
全
島
で
作
ら
れ
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
お
菓
子
を
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
ま
た

同
時
に
、
お
菓
子
作
り
講
座
も
開

催
し
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
１
日（
土
）、

　
　
　
　
　
　
２
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

■
会
場
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
１
階
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

■
主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
対
馬
郷
宿

　
後
援
　
対
馬
市
、
対
馬
観
光
物

　
　
　
　
産
協
会

■
お
菓
子
作
り
講
座
（
要
予
約
）

　
12
月
１
日（
土
）　
13
時
〜

　
参
加
費
　
５
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
対
馬
郷
宿

　
☎
・
℻
０
９
２
０（
５
２
）２
４
２
２

　
人
気
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
ひ
ま
わ
り

先
生
（
米
倉
け
い
こ
氏
）
に
よ
る

感
動
し
、
心
が
楽
に
な
る
子
育
て

実
践
法
に
つ
い
て
の
講
演

■
日
時
　
11
月
29
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
午
後
12
時
ま
で

■
会
場
　
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　（
対
馬
市
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
※
駐
車
場
あ
り

■
対
象�

　
子
育
て
中
の
保
護
者
及
び
子
育

　
て
支
援
関
係
者
（
託
児
あ
り
）

人
権
講
演

「
竹
田
の
子
守
歌�

　
〜
名
曲
に
隠
さ
れ
た
事
実
〜
」�

　
　
講

師
　
藤

田

　
正
　
氏�

子
守
唄
と
は
若
年
労
働
者
（
主
に

女
の
子
）
に
と
っ
て
は
「
告
発
の

歌
」
「
恨
み
節
」
だ
っ
た
。

　
身
近
な
差
別
や
偏
見
に
つ
い
て

考
え
、
一
緒
に
人
権
意
識
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
12
月
２
日（
日
）

　
　
　
　
13
時
開
会

■
会
場
　
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
上
対
馬
町
比
田
勝
）

■
内
容�

　
講
演
の
他
、
ビ
デ
オ
フ
ォ
ー
ラ

　
ム
、
講
話
、
人
権
パ
ネ
ル
展

対
馬
菓
子
博
２
０
０
７
年

対
馬
菓
子
博
２
０
０
７
年�

対
馬
菓
子
博
２
０
０
７
年�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
対
馬
郷
宿�

☎
０
９
２
０（
５
２
）２
４
２
２�

今
日
か
ら
実
践
！

今
日
か
ら
実
践
！�

こ
こ
ろ
の
こ
そ
だ
て

こ
こ
ろ
の
こ
そ
だ
て�

今
日
か
ら
実
践
！�

こ
こ
ろ
の
こ
そ
だ
て�

美
津
島
町
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー�

☎
０
９
２
０（
５
４
）２
５
２
３�

人
権
を
考
え
る

人
権
を
考
え
る�

対
馬
マ
ン
ス

対
馬
マ
ン
ス  

講
演
会

講
演
会�

人
権
を
考
え
る�

対
馬
マ
ン
ス  

講
演
会�

市
教
委
生
涯
学
習
課�

☎
０
９
２
０（
８
６
）３
７
２
７�

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト�
イ
ベ
ン
ト�

対
馬
の
お
菓
子
大
集
合
♪

入
場
無
料

■
会
期
（
前
期
）
１
月
23
日
〜
１
月
27
日
　
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
（
後
期
）
１
月
30
日
〜
２
月
３
日
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

【
作
品
応
募
】
み
な
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
部
　
　
門
　
洋
画
、
日
本
画
、
書
道
、
デ
ザ
イ
ン
、
彫
塑
工
芸
、
写
真

■
出
品
資
格
　
市
内
居
住
者
で
、
高
校
生（
ま
た
は
16
才
）以
上
の
方

■
出
品
点
数
　
各
部
門
に
１
人
２
点
ま
で（
自
作
未
発
表
の
も
の
に
限
る
）

■
出

品

料
　
１
出
展
者
当
た
り
５
０
０
円�

■
申
込
期
間
　
12
月
10
日
〜
14
日
（
作
品
搬
入
１
月
８
日
〜
10
日
）

■
申

込

先
　
左
記
の
ど
こ
で
お
申
込
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

　
　
　
　
　
た
だ
し
搬
入
搬
出
は
同
場
所
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
・
上
対
馬
地
区
　
市
教
委
生
涯
学
習
課
　
　
　
　
　
☎
８
６
‐
３
７
２
７

　
・
上
　
県
地
区
　
上
県
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
☎
８
４
‐
２
５
７
６

　
・
　
峰
　
地
区
　
峰
地
区
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
☎
８
３
‐
０
１
５
１

　
・
豊
　
玉
地
区
　
豊
玉
地
区
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
☎
５
８
‐
０
０
６
２

　
・
美
津
島
地
区
　
美
津
島
地
区
　
〃
　
　
　
　
　
　
☎
５
４
‐
４
０
４
４

　
・
厳
　
原
地
区
　
厳
原
地
区
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
☎
５
２
‐
０
３
６
３

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課�

　
☎
０
９
２
０（
８
６
）３
７
２
７
・
℻（
８
６
）４
４
３
３�

　
又
は
、
各
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で�

　対馬市民美術展は、広く対馬市
民に美術作品を公募する美術展で
す。市民の芸術文化活動を支援す
る対馬市唯一のオープンな美術展
覧会です。�
　平成19年度は、上対馬会場及
び厳原会場の２ヵ所で開催します。�
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〔問い合わせ〕 �
保健部健康推進課�
☎0920（58）1116

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�豊

玉支部�

砂糖・・・・・・・・・・大さじ１�
しょうゆ（薄）・・大さじ１�
酢・・・・・・・・・・・・大さじ２�
ごま油・・・・・・・・小さじ１�
練りからし・・・・小さじ1/2～1/3

ニラ・・・・・・１　束（100g）�
えのき茸・・１　束（100g）�
卵・・・・・・・・小１個�
サラダ油・・・少　量�

①ニラは熱湯でゆで、冷水にとり、４cmの長さに切る。�
　えのきは、根を切り落として、さっと熱湯にくぐらせる。�
②卵は薄焼きにして、せん切りにする。�
③Ａの調味料を混ぜ合わせる。�
④①と②を③であえる。�

　副菜（野菜）料理のレシピです。緑黄色野菜（色の濃い野菜）は骨を�
つくるのに必要な栄養素が多く含まれます。食卓に並ぶようにしま�
しょう。いろんな組み合わせで、１日に５皿以上　の野菜を食べる�
ようにしましょう。�

エネルギー・・・63kcal�

タンパク質・・・・・2.8g�

食塩相当量・・・・・0.8g�

カルシウム・・・・20mg

　対馬市転倒予防教室（けまつれ予防教室）が貝口地区の高�

齢者21名を対象に、６月から９月まで全８回開催されました。�

　　　　　　　　　　　　　　　ヘルスメイトは学習や運動�

　　　　　　　　　　　　　　が終わったあとの茶話会の時�

　　　　　　　　　　　　　　間に参加させてもらい、骨づ�

　　　　　　　　　　　　　　くりに大切な栄養素を多く含�

　　　　　　　　　　　　　　んだレシピの紹介をしました。�

←試食する参加者の皆さん�

Ａ�

１．発着時刻表（平成19年11月１日改正）�

往
　
　
路�

１

便

�

新�

２

便

�

区分� 仁　位� 卯　麦� 貝　口� 佐志賀� 嵯　峨� 貝　鮒� 水　崎� 加志々� 樽ヶ浜�

7：00 7：08 7：20 7：30 7：40 7：50 8：05 8：10 8：35

旧� 7：10 7：15 7：23 7：31 7：36 7：45 7：58 8：03 8：25

新� 14：40 14：48 15：00 15：10 15：20 15：45

旧� 14：30 14：35 14：43 14：51 14：56 15：20

復
　
　
路�

１

便

�

新�

２

便

�

区分� 樽ヶ浜� 加志々� 水　崎� 貝　鮒� 嵯　峨� 佐志賀� 貝　口� 卯　麦� 仁　位�

13：00 13：25 13：30 13：45 13：55 14：05 14：17 14：25

旧� 13：00 13：22 13：27 13：40 13：49 13：54 14：02 14：07

新� 16：00 16：25 16：30 16：45 16：55 17：05 17：15 17：27 17：35

旧� 16：00 16：22 16：27 16：40 16：49 16：54 17：02 17：10 17：15

発着時刻表（新旧対照表）�

１
人
分
栄
養
価�

材
料
（
４
人
分
）�

作

り

方

�

【問い合わせ】対馬市豊玉支所　地域振興課　☎０９２０（５８）１１１１�

11月１日からダイヤが変更になりました�

（注）�

（注）１皿は小鉢一杯分（70g）程度の量です。�
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気持ち� いいです�

　先日ラジオで「世界の入浴文化」と題して、世界各国に住んでいる日本人がその国

の入浴文化を紹介する番組を聴いていました。長風呂に慣れている日本人は、お風呂

をシャワーで済ます国の人々を珍しそうに話していましたが、実は韓国人も普段はシ

ャワーで済ませます。日本と違って空気が乾燥しているのでベタベタしないし、シャ

ワーでも充分すっきりするからです。そして週に１回ほど銭湯に行って、あかすりを

します。一皮剥いて、体も心もすっきりするあかすり。今月は韓国の　　　（あかす

り）に迫ります。国際交流員�成　修眞�
ソ ン　　　 ス ジ ン �

　　　（あかすり）�

気持ちはキブン（気分）、チョアヨは「いいです」�
という意味です。�
風呂から出てから、ぜひ使ってみてください。�

■あかすりの歴史�
　昔は石で体をこすったという記録もありますが、い

つからあかすりが始まったかは定かではありません。

今のようなあかすりタオル（テミリタオル）ではじま

ったのは1964年からです。韓国人はテミリタオルをイ

タリアタオルとも呼んでいますが、理由は布がイタリ

ア製だからです。

テ　ミ　リ

←
あ
か
す
り
用
の
石
鹸
と�

　
　
　
　
テ
ミ
リ
タ
オ
ル�

　最近流行りのサウナ施設
です。温度別に６つくらい
の部屋があるのが一般的で、
服を着て入るので男女関係
なく家族や友達がゆっくり
休めるところです。�
　休憩室では、ゆで卵、冷
麺などの食べ物と、漫画、
インターネット、映画など
を楽しめます。もちろん、

温泉もついています。韓国に行かれる時には、ぜひ
体験してください。�

　　　チムジルバン�

１．熱いお湯で体をふやかします。�
　　（約10～15分程度）�
２．あかすりタオルに石鹸をすこしだけ付けてゆっ�
　　くり体をこすります。�
　　（あかすり用石鹸を使うと垢が出やすくなりま�
　　す。石鹸の代わりに牛乳をつけてこすると美白�
　　効果もあります。）�
３．顔は肌が傷つきやすいので、こすってはいけま�
　　せん。�

テ　ミ　リ�

　あかすりは、背中は自分でできないので、韓国の銭

湯では、親子で仲良く背中を擦り合う光景をよく見か

けます。また１人で銭湯に行った人には、背中を押し

てくれるあかすり機（テミリギゲ）があります。背中

を当てると機械がぐるぐる回りながら、こすってくれ

ます。これは、釜山など慶尚南道だけにあるものです。

　また、あかすりを専門にする人に頼む方法もありま

す。料金は少々高くても（約1500円）サービスで顔や

体のマッサージもしてくれますのでお勧めです。

　韓国では最近、体にいいからという理由で半身浴、

足浴などが流行り、家でも長風呂をする人が増えてい

ます。ただ、日本と違い韓国では、家族一人ひとりが

新しいお湯を溜めて入ります。日本では、家族全員同

じお湯に入りますが、私にとってはちょっとしたカル

チャーショックでした。

　寒くなる季節、暖かいお湯で体をあたためた後、ぜ

ひあかすりをしてみてください。肌がつるつるになり

ますよ。ただ、空気が乾燥する季節ですので、お風呂

から出た後はボディクリームを塗ることをお忘れなく。
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安全運転で、事故のない対馬市を目指しましょう!!

区　　分� 対馬市全体�対馬北署管内�対馬南署管内�

交通事故情報（平成19年中）� 10月31日現在�

本　年�
昨年比�
本　年�
昨年比�
本　年�
昨年比�

45�
-8�
0�
0�
64�
-4

13�
8�
0�
0�
17�
10

58�
0�
0�
0�
81�
6

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

会　　　場� 担当弁護士�申　込　先�日　程�

【社協　美津島支所】�
☎54‐2429

３日（月）�

岩 橋 英 世 弁護士�
（　九　弁　連　）�

■12月の無料法律相談�

※相談の時間は午後１時～午後４時�
※相談を希望される方は、必ず事前（前日の午後4時まで）に予約をお願いします。�

社会福祉協議会からのお知らせ�

対馬市交流センター�

12日（水）�

【社協　厳 原 支 所】�
☎52‐1169

山 内 良 輝 弁護士�
（　九　弁　連　）�

上県町地域福祉センター�

17日（月）�

【社協　上 県 支 所】�
☎84‐2168

ひまわり基金�
法律事務所�

対馬市総合福祉保健センター�
 （美津島町 知）�

会　　　場� 相 談 内 容 �担当相談員�日　程�

社 協 職 員 �４日（火）�

■12月の心配ごと相談�

※相談の時間は午前10時～午後３時30分�
※相談の受付は、当日会場で先着順になります。�
※相談員は、当日変更となることがありますので、ご了承下さい。�

対馬市交流センター 第４会議室�18日（火）�

【問い合わせ】対馬市社会福祉協議会 地域福祉班  ☎０９２０（５８）１４３２�

（
敬
称
略
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�

お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー�

（
９
月
21
日
〜
10
月
20
日
受
付
分
）�

豆
　
酘
　
平
間
　
岩
男
　
82
歳

田
　
渕
　
矢
野
　
勝
美
　
83
歳

今
屋
敷
　
上
野
　
晋
作
　
93
歳

与
良
内
院
　
川
上
ツ
ウ
子
　
85
歳

久
田
道
　
川
井
　
　
操
　
83
歳

宮
　
谷
　
二
宮
ヒ
ロ
子
　
77
歳

　
曲
　
　
山
下
　
ユ
ミ
　
84
歳

久
　
田
　
山

　
昌
則
　
72
歳

今
屋
敷
　
奥
河
内
　
登
　
67
歳

中
　
村
　

田
　
平
助
　
83
歳

平
瀬
原
　
小
田
　
朝
子
　
95
歳

浅
茅
の
丘
　
井
　
　
久
子
　
88
歳

知
本
町
　
神
宮
　
和
子
　
71
歳

樽
ヶ
浜
　
植
田
　
利
子
　
88
歳

小
船
越
　
阿
比
留
智
弘
　
70
歳

濃
　
部
　
犬
束
　
　
巖
　
76
歳

千
尋
藻
　
須
川
　
　
司
　
81
歳

大
　
綱
　
佐
伯
　
　
榮
　
81
歳

仁
　
位
　
平
山
　
久
乃
　
80
歳

佐
　
賀
　
阿
比
留
妙
子
　
69
歳

三
根
上
　
永
留
ヨ
シ
ヱ
　
86
歳

佐
　
賀
　
岡
田
ユ
キ
ヱ
　
81
歳

三
根
上
　
阿
比
留
清
子
　
72
歳

吉
　
田
　
龍
造
寺
ミ
キ
ノ
　
83
歳

飼
　
所
　
糸
瀬
　
イ
チ
　
91
歳

　
湊
　
　
原
　
　
千
歳
　
100
歳

下
　
町
　
山
本
　
茂
子
　
86
歳

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の
際�

　
戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た
方�

　
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

《10月》�

日本離島センター臨時評
議員会　　　　（東京）

振興計画ヒヤリング

県離島振興協議会役員会、
県立及び離島医療圏組合
病院のあり方にかかる関
係市長会議　　（長崎）

朝鮮通信使縁地連総会
　　　　　　　（彦根）

合併市町村実地検証受検

和牛共進会

シーカヤックマラソン大会

全国漁港大会　（富山）

日韓音楽文化交流の夕べ

対馬ジュニア陸上競技選
手権大会、対馬市ＰＴＡ
連合会研修大会、藤与会
二十周年発表会

県離振知事陳情、県議会
議長陳情、県地方港湾審
議会　　　　　（長崎）

市老連ゲートボール大会

定例記者発表

対馬市戦没者追悼式

母と子のふれあい広場

県共同募金会会長杯争奪
ソフトバレー大会

１～３日

４日

５～６日

７～８日

９日

10日

13日

16～18日

20日

21日

22～23日

24日

25日

26日

27日

28日

対馬市交流センター 第４会議室�

阿比留朔、村岡月子�

ボランティア相談�

よ ろ ず 相 談 �

上県町地域福祉センター�25日（火）� 社 協 職 員 �

吉田千鶴代、松藤洋子�11日（火）� 上県町地域福祉センター� 子 育 て 相 談 �

ボランティア相談�

10月21日から長崎県の最低賃金は�

　この最低賃金は、県内のすべての労働者（パート・アルバイト�
等を含む）に適用されます。�
　詳しくは、長崎労働局賃金室　☎095（801）0033�
　または、最寄りの労働基準監督署にお問い合わせください。�

長崎県の最低賃金�
時間額619円

守ろう！確かめよう！この最低賃金�
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長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐52‐1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐54‐2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

第２（火）�

�

毎週（水）�

�

毎週（水）午後�

�

第２（金）�

�

第1・2・3（水）�

�

�

毎週（水）�

�

第３（土）�

11�

�

5・12・19・26�

�

5・12・19・26�

�

7�

�

5・12・19�

�

�

5・12・19・26�

�

15

8:30̃15:00�

�

8：30̃12：00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃11:00

13:00̃17:00まで�

�

9:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

  �

13:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

�

�

9:00̃12:00まで�

�

9:00̃15:30まで�

☆予約制となります。�

★内科医の紹介により診療予約となります。�

※生活習慣病外来について�

　対象：糖尿病、耐糖能障害、高血圧症、

　　　　高脂血症に限定�

　予約は、不要です。�

　上記疾患に関する相談でもかまいません。�

　治療よりも、食事や運動など生活習慣の

　指導に重点をおいた外来です。�

　適宜、管理栄養士、理学療法士、薬剤師

　などによる指導も行います。�

◎特別診療のうち、長崎大学、国立病院長

　崎医療センター応援につきましては、空

　路欠航等により診療を中止する事があり

　ますので、事前に確認下さいますようお

　願いします。�

※１．☆印は診療科（内科）よりの予約患者
　　　様のみの診療を行っております。�

※２．空路欠航の場合は他の医師が代診致
　　　します。�

※３．予防接種について、薬の常備がない
　　　場合もありますので、電話等でお問
　　　い合わせください。�

※４．透析診療については、月曜日～土曜
　　　日まで午前中に診療しますので、お
　　　問い合わせください。�

※５．予約制で事業所健診・社会保険生活
　　　習慣病予防検診も行っています。�

毎週（火）�

毎週（水）�

�

�

第１（金）�

第３（金）�

�

�

第２（木）�

第４（木）�

第３（月）�

�

休　診�

第４（金）�

�

�

�

毎週（月・木）�

予約にて受付けています。�

4・11・18・25�

5・12・19・26

28�

�

7・21�

�

�

�

13・27�

�

17

8：30～11：00�

�

8：30～11：00�

�

8：30～11：00

予約のみ�

�

�

13：00～（紹介状制）�

14：00～（　 〃 　）�

8：30～11：00�

8：30～10：00

�

�

☆�

�

☆�

耳 鼻 咽 喉 科 �

�

脳 神 経 外 科 �

�

泌 尿 器 科 �

�

眼 科 �

�

神 経 内 科 �

�

循 環 器 科 �

�

言語療法・摂食嚥下訓練�

（福 岡 大 学 病 院）�

�

（長崎医療センター）�

�

（長 崎 大 学 病 院）�

�

（対馬いづはら病院）�

�

（対馬いづはら病院）�

�

（長崎医療センター）�

�

（対馬いづはら病院）�

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

☆�

�

☆�

�

�

�

�

�

�

★�

血 液 内 科 �

�

神 経 内 科 �

�

循 環 器 科 �

�

脳 神 経 外 科 �

�

皮 膚 科 �

�

�

糖 尿 病 外 来 �

�

思 春 期 外 来 �

（長崎医療センター）�

�

（森　　　正　孝）�

�

（守　崎　勝　悟）�

�

（長崎医療センター）�

�

（中 対 馬 病 院）�

（長崎医療センター）�

�

（川　上　眞寿弘）�

�

（長崎県立精神医療センター）�

3・6・10・13�

17・20・27

第2・第4（火）�
�

第１（火）�

11・25�
�
4

予 防 接 種 �
�
補 聴 器 外 来 �
�
内 視 鏡 �

13：30～�
�
9：00～�
�
8：30～11：00

  9:00̃15:00まで�第４（水）�26 8:30̃11:00

意外と多い、睡眠時間無呼吸症候群�

胃がんの内視鏡手術�

子どもの発熱と抗生物質�

乳幼児の中耳炎�

歯石とは何か？�

更年期障害�

月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

24時間電話で健康をお届けします�

12 

月 

の 

テ 

ー 

マ�

診療時間　９：00～12：00（急患のみ）�

12月２日�

９日�

16日�

23日�

24日�

30日�

31日�

かも整形外科医院�

東 島 医 院 �

すとう内科医院�

山 上 医 院 �

三 根 診 療 所 �

畑 島 医 院 �

佐 賀 診 療 所 �

賀 茂 和 典 �

東 島 英 孝 �

主 藤 久 次 �

山 上 　 睦 �

塩 見 秀 明 �

畑 島 　 陽 �

武 林 幸 子 �

（厳原）�

（厳原）�

（厳原）�

（仁位）�

（三根）�

（ 知）�

（佐賀）�

☎０９５（８２６）５５１１�
日　程� 診　療　所　名� 医 師 名 �日

曜
・
休
日
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10
月
21
日
、
第
６
回
対
馬
初
午
祭
（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
上
県
町
瀬
田
の
目
保
呂
ダ
ム

馬
事
公
園
で
開
催
さ
れ
、
対
州
馬
に
よ
る
レ
ー

ス
「
馬
跳
ば
せ
」
が
約
１
５
０
０
人
の
観
客
を

沸
か
せ
ま
し
た
。

■この用紙は地球環境保護のため再生紙を利用しています。
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歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
が
数
多
く
残

っ
て
い
る
対
馬
に
は
、
全
国
各
地
ど
こ

を
探
し
て
も
こ
こ
に
し
か
な
い
建
築
物

が
あ
り
ま
す
。

　
対
馬
で
は
昔
か
ら
石
文
化
が
根
付
い

て
お
り
、
そ
れ
を
代
表
す
る
も
の
が

「
石
屋
根
」
で
す
。
石
屋
根
は
高
床
式

倉
庫
で
、
米
や
麦
な
ど
の
食
料
・
衣
類

・
日
用
品
等
を
そ
れ
ぞ
れ
の
区
画
に
格

納
し
て
い
ま
す
。
石
屋
根
と
し
た
理
由

は
、
農
民
に
瓦
葺
が
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
屋

根
は
人
家
に
葺
か
れ
た
例
は
な
く
倉
に

使
用
す
る
の
が
主
で
し
た
。

　
屋
根
に
敷
い
て
い
る
石
は
島
内
産
の

加
工
し
や
す
い
頁
岩
で
、
石
板
は
大
き

い
も
の
で
畳
一
枚
ほ
ど
も
あ
り
、
棟
に

何
段
に
も
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
石
屋
根
は
冬
季
に
吹
き
付
け
る
強
い

偏
西
風
に
よ
る
倒
壊
の
防
止
、
火
災
や

雨
露
か
ら
食
料
な
ど
を
守
る
た
め
の
知

恵
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
母
屋
か
ら
離

れ
た
と
こ
ろ
に
軒
を
連
ね
て
い
る
場
合

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
防
火

上
の
配
慮
か
ら
で
す
。

　
い
つ
頃
か
ら
造
ら
れ
て
い
た
か
不
明

で
す
が
、
１
８
１
１
年
最
後
の
朝
鮮
通

信
使
が
対
馬
に
来
た
時
、
対
馬
府
中
に

来
た
佐
賀
藩
多
久
の
学
者
が
書
い
た

「
津
島
日
記
」
に
挿
絵
入
り
で
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
以
前
は
、
全
島
的
に
石
屋
根
は
造
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
厳
原
町
西

海
岸
を
中
心
に
わ
ず
か
に
残
る
だ
け
に

な
っ
て
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

　
観
光
交
流
課
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら

の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
「
こ

ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
」
な
ど
の
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ド
シ
ド
シ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
対
馬
市
役
所
観
光
交
流
課
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根
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隠れた対馬 の名所を巡 る

　「
馬
跳
ば
せ
」は
、
上
県
町
瀬
田

地
区
に
明
治
初
期
よ
り
伝
わ
る
伝

統
行
事
で
、
旧
暦
6
月
の
午
の
日

に
男
児
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
行
わ
れ
て
い
た「
初
午
祭
」の
余

興
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

対
州
馬
の
減
少
に
よ
り
昭
和
30
年

代
半
ば
に
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
対
州
馬
の
復
興
と
伝
統

行
事
の
復
活
を
願
う
地
元
住
民
の

協
力
に
よ
っ
て
平
成
14
年
に
お
よ

そ
40
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
レ
ー
ス
に
は
、
島
内
で

飼
育
さ
れ
て
い
る
対
州
馬
８
頭
が

出
走
。
土
煙
を
上
げ
て
豪
快
に
走

る
対
州
馬
に
、
観
客
か
ら
大
き
な

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、レ
ー
ス
以
外
で
は
、乗
馬

体
験
コ
ー
ナ
ー
や
子
ど
も
に
法
被

を
着
せ
て
の
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー

に
人
気
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

記念撮影コーナー�
　法被を着て対州馬の背に乗る子ども�

３
０
０
ｍ
の
直
線
コ
ー
ス
を

　
　
　
　
８
頭
の
対
州
馬
が
疾
走

第
６
回  

は

つ

う

ま

さ

い

�

め

ぼ

ろ

け
つ
が
ん

は
っ
ぴ


